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はじめに
このたびは、形ZS-HLシリーズをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
このマニュアルでは、形ZS-HLシリーズを使用する上で、必要な機能、 性能、 使用方法などの
情報を記載しています。
形ZS-HLシリーズのご使用に際して、下記のことを守ってください。

・形ZS-HLシリーズは電気の知識を有する専門家が扱ってください。
・このマニュアルをよくお読みになり、十分に理解のうえ、正しくご使用ください。
・このマニュアルはいつでも参照できるよう大切に保管ください。

■英語メッセージへの切替え方法
MENUキーを押しながら電源を入れると、メッセージ切替え画面が表示されます。

再起動すれば、次回から英語メッセージで起動されます。

Select  Language
1Japanese2English
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ユーザーズマニュ アル

はじめに
ご承諾事項

オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾
事項記載の条件を適用いた し ます。

● 定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。
･ 「当社商品」：「当社」 のFAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロ ン、 電子 ・ 機構部品総合

カ タ ログ、 その他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であって電磁的方法
で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環
境、 取り扱い方法、 利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する
部品、 電子基板、 機器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利
用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財
産の非侵害、 (d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守

● 記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。
･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値

および性能値の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。
･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証

する ものではあ り ません。
･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。
･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」

の仕様を変更する こ とがあ り ます。

● ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。
･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。
･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く

だ さい。 ｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。
･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置さ

れている こ と をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。
･ ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、

冗長設計などの安全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にす
る安全設計、 (iii)利用者に危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し ての構
築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS 攻撃 （分散型DoS 攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害
プログラム、 不正ア クセスによ り、 「当社商品」、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 ま
たはすべてのコ ンピ ュータ機器、 コ ンピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データベー
スが感染し た と し ても、 そのこ とによ り直接または間接的に生じ た損失、 損害その他の
費用について一切責任を負わないものと し ます。

ご承諾事項
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･ お客様ご自身にて、 ①アンチウイルス保護、 ②データ入出力、 ③紛失データの復元、 ④
「当社商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ン ピ ュー タ ウイルス感
染防止、 ⑤ 「当社商品」 に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ
さい。

･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、
次に掲げる用途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用
される際には、 ｢当社｣は｢当社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲
げる用途であっても 「当社」 の意図し た商品用途の場合や特別の合意がある場合は除き
ます。
(a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、

鉄道設備、 昇降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が
及び う る用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運
転システム、 決済システムほか権利 ・ 財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、
電磁的妨害を被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d) ｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途
･ 上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。

以下同じ） 向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さい。 自動
車搭載用商品については当社営業担当者にご相談 く だ さい。

● 保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。
･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）
･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で

実施し ます。
(a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）
(b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。
(a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用
(b) 「利用条件等」 から外れたご利用
(c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用
(d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合
(e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合
(f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因
(g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

● 責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。 　
「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任
を負いません。

● 輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管
理に関する日本および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反
する場合には、 「当社商品」 または技術資料をご提供できない場合があ り ます。
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 形ZS-HLシ リーズを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次の

よ う な表示と記号で示し ています。こ こで示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記

載し ています。 必ず守って く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

安全上のご注意

正し い取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害

を負った り、万一の場合には重症や死亡にいたるおそれがあ り ます。ま

た、 同様に重大な物的損害を受けるおそれがあ り ます。

●禁止

一般的な禁止を示し ます。

●レーザ光線

レーザ光線による危害が生じ る可能性を示し ます。

●分解禁止

機器を分解する こ と で感電などの障害が起こ る可能性を示し ます。

 

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本

製品は使用できません。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く だ さい。

レーザ光を見つづける と視力障害を起こ し ます。

決し てビームをのぞき込まないで く だ さい。

分解する と、 レーザ光がもれ出し視力障害を起こすおそれがあ り ます。

分解し ないで く だ さい。
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以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と ですので必ず守っ て く だ さい。

1.設置環境について
･引火性、 爆発性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

･操作や保守の安全を確保するため、 高電圧機器や動力機器から離し て設置し て く だ さ

い。

2.電源および配線について
･定格電圧 （DC24V±10%） を超える電圧や交流電源を使用し ないで く だ さい。

･電源の逆接続はし ないで く だ さい。

･オープン コ レ ク タ出力は、 負荷を短絡させないで く だ さい。

･負荷は定格以下で使用し て く だ さい。

･高圧線、 動力線と本製品の配線は別配線と し て く だ さい。 同一配線あるいは同一ダク

ト にする と誘導を受け、 誤動作あるいは破損の原因になる こ とがあ り ます。

3.対応規格
･EN61326-1

･Electromagnetic environment : Industrial electromagnetic environment (EN/IEC 61326-1

Table 2)

･本製品は、 イ ミ ュニテ ィ 試験において、 以下の条件を適用し ています。

: 電磁妨害を受けている間、電圧・電流出力は±3%F.S.以内で変動する場合があ り ます。

4.その他
･本製品を分解し た り、 修理、 改造し た り し ないで く だ さい。

･廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

安全上の要点
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て

く だ さい。

1.設置場所について
次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･周囲温度が定格の範囲を超える場所

･温度変化が急激な場所(結露する場所)

･相対湿度が35～85%RHの範囲を超える場所

･腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所

･塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所

･振動や衝撃が直接加わる場所

･強い外乱光 （レーザ光、 アーク溶接光など） があたる

･直射日光があたる場所や暖房器具のそば

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

･強磁界、 強電界がある場所

2.電源および接続、 配線について
･市販のスイ ッ チングレギュ レータ をご使用の際は、 FG端子を接地し て く だ さい。

･電源ラ イ ンにサージがある場合、 使用環境に応じ てサージアブ ソーバを接続し てご使

用 く だ さい。

･配線後は電源を投入する前に、 電源の正誤、 負荷短絡などの誤接続の有無、 負荷電流

の適否について確認を行っ て く だ さい。 誤配線などで故障するおそれがあ り ます。

･センサヘ ッ ド の着脱は、 必ず電源を切っ た状態で行っ て く だ さ い。 電源ONのまま行

う と故障の原因にな り ます。

･センサヘ ッ ド と センサコ ン ト ローラ間のコー ド の延長には、 別売の延長コー ド を使用

し ます。 延長コー ドの種類によ っ て全長が異な り ます。

-延長コー ド形ZS-XC□A ： 全長10m以内 （センサヘ ッ ドのコー ド含む。 延長コー ドの

連結不可）

-延長コー ド形ZS-XC□B(R) ： 全長22m以内 （センサヘ ッ ド のコー ド含む。 延長コー ド

は2本まで連結可）

-長距離延長コー ド形ZS-XC□□CR ： 全長27m （センサヘ ッ ドのコー ド含む。 デジ タ

ルイ コ ラ イザ形ZS-XEQとデジ タルイ コ ラ イザ接続コー ド形ZS-XC02Dが必要。 延長

コー ドの連結不可）

･コー ド屈曲が発生する箇所は、 コー ドが破損する可能性があるため、 ロボ ッ ト ケーブ

ルタ イプの延長コー ド （形ZS-XC5BR、 形ZS-XC□□CR） を使用し て く だ さい。

･センサヘ ッ ド と センサコ ン ト ローラは、 本書で指定し た組合わせで使用し て く だ さ

い。

使用上の注意
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3.センサコ ン ト ローラの設置方向

4.ウォームア ッ プについて
電源投入後、 30分以上経過し てから ご使用 く だ さ い。 電源投入直後は回路が安定し て

いませんので、 計測値が徐々に変化する こ とがあ り ます。

5.保守点検について
センサヘ ッ ド やセンサコ ン ト ローラの清掃には、 シンナー、 ベンジン、 アセ ト ン、 灯

油類は使用し ないで く だ さ い。 センサヘ ッ ド 前面のフ ィ ルタ に、 大きなゴ ミ やホコ リ

が付いた場合は、 ブロアブ ラ シ(カ メ ラ レンズ用)で吹き飛ばし て く だ さい。 呼気で吹き

飛ばすこ とは避けて く だ さい。 小さ なゴ ミ やホコ リは柔らかい布(レンズク リーナーな

ど)にアルコールを少量含ませて、 ていねいにふき取っ て く だ さい。 強 く ふ く こ とは避

けて く だ さい。 フ ィ ルタに傷がつ く と、 誤差の原因にな り ます。

6.対象物について
対象物の材質 ・ 形状によ っ て、 計測できない場合や精度が出ない場合があ り ます （透

明な部材、 反射率の極端に小さ な材質。 スポ ッ ト 径よ り も小さ な対象物、 曲率の大き

な対象物、 大き く 傾斜し た対象物など）。

7.周囲の照明の影響
センサヘ ッ ドの投受光部に強い照明があたる設置は避けて く だ さい。

また、 ワークに光沢がある場合、 照明光が映り、 誤動作する こ とがあ り ます。 その場

合には映り込みがないよ う に照明を覆う など し て映り込みを防いで く だ さい。

p.2-4

放熱を良 く するため、 次の方向のみで設置し て く だ さい。

次のよ う な向きでは設置し ないで く だ さい。
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このマニュアルの読み方

ページフ ォーマ ッ ト について

大見出し

大見出しの概要

中見出し

章番号と大見出し

イ ンデ ッ クスラベル

設定項目までの
階層移動

補足説明

知ってお く と便利なこ とや参照ページなどにはマーク を

つけて紹介し ています。

※このページは存在し ません

中見出しの概要

選択肢の説明

章番号と章タ イ ト ルを示し

ています。
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はじめに
このマニュアルの読み方

■ 記号の意味
センサコ ン ト ローラの液晶画面に表示される メ ニュー項目や、 パソ コ ン上に表示され

るウ ィ ン ド ウ、 ダイアログなどは、 [ 　 ]で囲んで表記し ています。

■ マークの意味

操作する上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その性能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。



10

は
じ

め
に

ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

はじめに
このマニュアルの読み方



11
ZS-HL

ユーザーズマニュアル

はじめに
目 　 次

 

は
じ

め
に

第
 1

 章
第

 2
 章

第
 3

 章
第

 4
 章

 

目
　

次
第

 1
 章

第
 2

 章
第

 3
 章

第
 4

 章
第

 5
 章

第
 6

 章
第

 7
 章

第
 8

 章
第

 9
 章

目 　 次
ご承諾事項 2

安全上のご注意 4

安全上の要点 5

使用上の注意 6

このマニュアルの読み方 8

ページフ ォーマ ッ ト について 8

目 　 次 11

メ ニュー階層から探す 16

第 1 章 　 概 　 要 1-1

ZS-HL シ リーズのご紹介 1-2

システム構成 1-3

各部の名称と機能 1-4

センサヘ ッ ド 1-4

センサコ ン ト ローラ 1-5

操作モー ド について 1-7

設定の流れ 1-8

第 2 章 　 設置と接続 2-1

設置 ・ 接続の前に 2-2

センサヘ ッ ド 2-2

測定範囲 2-3

設置における基本的な注意事項 2-4

センサヘ ッ ドの接続 2-5

センサコ ン ト ローラ 2-7

センサコ ン ト ローラの設置 2-7

入力 ・ 出力コー ドの配線 2-10

入出力段回路図 2-12

スマー ト モニ タ Zero について 2-14

動作環境について 2-14

イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ール方法 2-15

スマー ト モニ タ Zero の起動と終了 2-16



12
ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

目
　

次

はじめに
目 　 次

第 3 章 　 アプ リ ケーシ ョ ン と設定例 3-1

高さ を計測する ( 基本 ) 3-2

透明体の厚みを計測する 3-4

ラ イ ンビーム中の突起 （ピーク） を計測する 3-6

複数項目を同時に計測する ( マルチ タ スク） 3-8

第 4 章 　 運用中に使用する機能と操作 4-1

計測値の表示を切替える 4-2

RUN モー ドのキー操作一覧 4-4

ゼロ リ セ ッ ト の操作 4-5

し きい値の設定 4-7

バン ク を切替える （段取替え） 4-10

第 5 章 　 機能の設定 5-1

センサコ ン ト ローラの基本操作 5-2

表示とキー操作 5-2

マルチ タ スク機能を使用する 5-4

マルチ タ スクに切替える 5-5

タ スクの選択 5-5

センシング条件の設定 5-6

計測モー ド を設定する 5-6

ゲイ ンを設定する 5-7

ヘ ッ ド設置を設定する 5-8

投光量を設定する 5-8

測定対象物を設定する 5-9

相互干渉防止を設定する 5-11

フ ィ ルタ機能の設定 5-12

スムーズを設定する 5-12

平均を設定する 5-13

微分を設定する 5-13

センシング情報の出力処理を設定 5-14

スケーリ ングを設定する 5-14

ホールド を設定する 5-18

ゼロ リ セ ッ ト 機能に関する設定 5-22

特徴点計測の設定 5-24



13
ZS-HL

ユーザーズマニュアル

はじめに
目 　 次

 

は
じ

め
に

第
 1

 章
第

 2
 章

第
 3

 章
第

 4
 章

 

目
　

次
第

 1
 章

第
 2

 章
第

 3
 章

第
 4

 章
第

 5
 章

第
 6

 章
第

 7
 章

第
 8

 章
第

 9
 章

表示方法の設定 5-25

デジ タル部を設定する 5-25

ヘルプを表示する 5-25

液晶画面を設定する 5-26

システム環境の設定 5-27

情報を確認する 5-27

キー操作を設定する 5-27

センサロー ド方法を設定する 5-28

言語を設定する 5-28

バン クの扱い方を変更する 5-28

設定データ を保存する 5-29

設定を ク リ アする 5-29

すべてを初期化する 5-29

バン ク を ク リ アする 5-29

第 6 章 　 I/O について 6-1

概要 6-2

入出力コー ド 6-2

端子台出力 6-2

リ ニア出力に関する設定 6-3

リ ニア出力の割付け 6-3

フ ォーカスの設定 6-4

リ ニア出力値の補正 6-5

判定出力に関する設定 6-7

判定出力時の動作設定 6-7

判定出力の割付け ( マルチ タ スクの場合 ) 6-8

端子台出力に関する設定 6-9

リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト について 6-9

端子台出力の割付け 6-10

出力フ ォーマ ッ ト 6-11

フ ォーカスの設定 6-13

更新周期の設定 6-14

測定不能時の処理に関する設定 6-15

形 ZS-MDC や形 ZS-DSU を連結する場合 6-16



14
ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

目
　

次

はじめに
目 　 次

入力信号に関する設定 6-17

入力信号ア ク テ ィ ブ方向の設定 6-17

入力信号の割付け変更 6-17

タ イ ミ ングチャー ト 6-18

第 7 章 　 USB/RS-232C 通信 7-1

概要 7-2

USB 7-2

RS-232C 7-3

USB ケーブルで接続 7-4

接続方法 7-4

通信仕様の設定 7-4

RS-232C ケーブルで接続 7-5

接続方法 7-5

通信仕様の設定 7-6

高速デジ タル出力の設定 7-7

タ イ ミ ングチャー ト 7-8

第 8 章 　 仕様 ・ 外形寸法図 8-1

センサヘ ッ ド 8-2

仕様 8-2

外形寸法 8-7

相互干渉の調整 8-14

スポ ッ ト 径 8-18

ラ イ ンビームの使用幅について 8-19

材質による リ ニア リ テ ィ 特性 8-20

輸出貿易管理令について 8-35

センサコ ン ト ローラ 8-36

仕様 8-36

外形寸法 8-38

ア クセサリ 8-39

パネルマウン ト アダプ タ 8-39

延長コー ド 8-40

延長コー ド ( 長距離 ・ 耐屈曲タ イプ ) 8-41



15
ZS-HL

ユーザーズマニュアル

はじめに
目 　 次

 

は
じ

め
に

第
 1

 章
第

 2
 章

第
 3

 章
第

 4
 章

 

目
　

次
第

 1
 章

第
 2

 章
第

 3
 章

第
 4

 章
第

 5
 章

第
 6

 章
第

 7
 章

第
 8

 章
第

 9
 章

RS-232C ケーブル 8-43

コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト 8-44

リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト 8-45

第 9 章 　 付 　 録 9-1

故障かな？と思ったら 9-2

エ ラー メ ッ セージ と その処置 9-3

レーザ製品を安全に使用し ていただ く ために 9-4

ZS-HLDS60/ZS-HLDS150 9-4

ZS-HLDS60/ZS-HLDS150 以外の機種 9-6

フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 9-9

フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト のながれ 9-9

索 　 引 9-15

バージ ョ ンア ッ プ情報 9-19

マニュアル改訂履歴 9-20



16

目
　

次

ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

はじめに
目 　 次

メ ニュー階層から探す

■ FUNモー ド

● シングルタ スクモー ドの場合
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *初期値

設定内容 選択肢/設定範囲 参照

センシング モー ド 標準、 高精度*、 高速、 高感度
カス タム （露光時間、 間引き、
加算ラ イ ン）

p.5-6

ゲイ ン 1*、 2、 3、 4、 5 p.5-7

ヘ ッ ド設置 拡散反射、 正反射 p.5-8

投光量 オー ト *、 固定、 オー ト 範囲
（上限0.1～80%）

p.5-8

測定物 標準*、 染込み、 鏡、
ガラス （モー ド 1、 モー ド2）、
ガラス厚み （モー ド 1、 モー ド 2）

p.5-9

相互干渉防止 OFF*、
ON （タ イ ミ ングA、 タ イ ミ ングB）

p.5-11

フ ィ ルタ スムーズ OFF、 ON* p.5-12

平均 1、 2、 4、 8、 16、 32、 64、 128*、
256、 512、 1024、 2048、 4096
(高速モー ド 選択時は、 1～256まで)

p.5-13

微分 OFF*、 ON p.5-13

出力 スケーリ ング OFF*、 ON （自動、 手動） p.5-14

ホールド タ イプ スルー * （な し）、 ピーク、 ボ ト ム、
P-P （ピークtoピーク）、 アベレージ、
サンプル

p.5-18

ト リ ガ 外部*、 セルフア ッ プ、 セルフダウン

デ ィ レ イ OFF*、 ON （T-デ ィ レイ、 T-タ イム）

ゼロ リ セ ッ ト タ イプ リ アル*、 ホール ド p.5-22

オフセ ッ ト －999.999～999.999 （初期値 ： 0）

ステータ ス OFF、 ON*

FUNモー ド
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I/O設定 非測定 キープ、 ク ラ ンプ* p.6-15

判定 ヒ ス 0～999.999 （初期値 ： センサヘ ッ ド
測定範囲の0.05%）

p.6-7

タ イマ OFF*、 オフデ ィ レ イ （1～5000ms）、
オンデ ィ レ イ （1～5000ms）、
ワンシ ョ ッ ト （1～5000ms）

リ ニア フ ォーカス OFF*、 ON p.6-3

補正 OFF*、 ON （－999～999）

出力 OFF、 ON*

ク ラ ンプレベル 電流出力の場合
　 4～20mA (1mA刻み)、 MAX*、 MIN
電圧出力の場合
　 －10V～10V (1V刻み)、 MAX*、 MIN

p.6-15

端子台 フ ォーカス OFF*、 ON p.6-9

周期 1～100 （初期値 ： 1）

出力 な し*、 測定値、 判定

ク ラ ンプレベル 0～65535 （初期値 ： 65535） p.6-15

デジ タル OFF、 ON* p.7-7

レンケツ OFF、 ON* p.6-16

入力 ア ク テ ィ ブ IN0～IN3 （OFF、 ON*） p.6-17

モー ド 標準*、 バン ク

バン ク
切替 バン ク1*、 バン ク2、 バン ク3、 バン ク4

（モー ド を[判定値]に変更し た場合
は、 バン ク32まで選択可）

p.4-10

モー ド 標準*、 判定値 p.5-28

バン ク ク リ ア （BANKの設定内容を初期化） p.5-29

システム セーブ （センサコ ン ト ローラの設定を保存） p.5-29

初期化 （センサコ ン ト ローラの設定を初期化） p.5-29

情報 周期 （現在のサンプ リ ング周期を表示） p.5-27

バージ ョ ン （センサコ ン ト ローラのバージ ョ ンを表示）

通信

（RS-232C）

データ長 8ビ ッ ト *、 7ビ ッ ト p.7-6

パリ テ ィ な し*、 奇数、 偶数

ス ト ッ プビ ッ ト 1ビ ッ ト *、 2ビ ッ ト

ボーレー ト 9600、 19200、 38400*、 57600、 115200

デリ ミ タ CR*、 LF、 CR+LF

通信 ノ ー ド 0～16 （初期値 ： 0） p.7-6

キーロ ッ ク OFF*、 ON p.5-27

センサロー ド 都度読込*、 保存 p.5-28

ゼロ リ セッ ト メ モ リ OFF*、 ON p.5-23

マルチタスク OFF*、 ON p.5-5

言語切替 Japanese*、 English p.5-28

設定内容 選択肢/設定範囲 参照
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● マルチ タ スクモー ドの場合

複数の特徴点を最大4点まで同時計測 ・ 出力できる メ ニュー構成に変更されます。

こ こでは、 シングルタ スク モー ド と違いのある部分だけを説明し ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *初期値

設定内容
選択肢/設定範囲

（シングルタ スクモー ド との違い）
参照

TASK1 センシング モー ド （[高速]は表示されません） －

ゲイ ン （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

ヘ ッ ド設置

投光量

測定物 （[ガラ ス厚み]は表示されません） －

相互干渉防止 （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

測定 測定値 な し*、 平均、 ピーク、 ボ ト ム、 厚
み、 段差、 K+mX+nY

p.5-24

フ ィ ルタ （シングルタ スクモー ド と同じ） －

出力 （シングルタ スクモー ド と同じ） －

TASK2～4 測定 測定点 な し*、 平均、 ピーク、 ボ ト ム、 厚
み、 段差、 K+mX+nY

p.5-24

フ ィ ルタ （シングルタ スクモー ド と同じ） －

出力 （シングルタ スクモー ド と同じ） －

FUNモー ド
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TASK1 I/O設定 非測定 （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

判定 ヒ ス （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

タ イマ （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

出力 TASK1*、 TASK2、 TASK3、 TASK4 p.6-8

リ ニア フ ォーカス （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

補正 （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

出力 TASK1*、 TASK2、 TASK3、 TASK4、 な し p.6-3

ク ラ ンプレベル （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

端子台 フ ォーカス （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

周期 （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

出力 な し*、 測定値(TASK1～TASK4、 連続）、
判定

p.6-10

ク ラ ンプレベル （シングルタ ス クモー ド と同じ） －

デジ タル TASK1～TASK4 （OFF、 ON） p.7-7

連結 TASK1*、 TASK2、 TASK3、 TASK4 p.6-16

入力 （シングルタ スクモー ド と同じ） －

設定内容
選択肢/設定範囲

（シングルタ スクモー ド との違い）
参照

出力するTASKを

選択する
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■ RUNモー ド
RUNモー ド 中にデジ タル表示部に表示する内容を カス タ マイズできます。

表示カス タ マイズ メ ニューは、 RUNモー ド でMENUキーを押し て呼出し ます。

■ TEACHモー ド
判定し きい値を設定し ます。

設定内容 選択肢/設定範囲 参照

デジ タル
小数桁 0桁～5桁

（接続し ているセンサヘ ッ ド によ っ
て、 初期値が異な り ます。）

p.5-25

ECO表示 通常*、 ECO、 非表示 p.5-25

LCD ON/OFF ON*、 オー ト OFF、 OFF p.5-26

バッ ク ラ イ ト ON*、 オー ト OFF、 OFF p.5-26

カス タ マイズ 上 ON/OFF、 下 ON/OFF
上カス タ マイズ、 下カス タ マイズ
（初期値 ： 上OFF、 下OFF）

p.5-26

ヘルプ － p.5-25

設定内容 選択肢/設定範囲 参照

テ ィ ーチング － p.4-7

ダイ レ ク ト IN －

TEACHモー ド

RUNモー ド
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ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

第1章
ZS-HLシ リーズのご紹介

ZS-HLシ リーズのご紹介
ZS-HLDCは、 2次元COMSレーザタ イプの変位センサです。 ZS-Lのフルデジ タル処理に加

え、 マルチ タ スク機能でセンシングパフ ォーマンスを最大化し ています。

(1) 充実のセンサヘ ッ ド バリ エーシ ョ ン

ハイ エン ド 変位センサにふさわし く 、 幅広いレ ンジのセンサヘ ッ ド に対応し ていま

す。 0.001μm の超高分解能タ イプから 1500mm の超ロングレンジ タ イプまで、 ワー

クにあった最適なセンサヘ ッ ド で安定し た計測が行えます。

(2) 多機能を凝縮し たセンサコ ン ト ローラ

ひとつのセンシング条件に対し て、 最大 4 種類の計測処理を 「タ スク」 と し て記憶

させてお く マルチ タ ス ク機能を搭載し ています。 タ ス ク ご と に任意の特徴点が計測

できるので、 複数の特徴点を同時に計測 ・ 判定ができます。

　 例 ： 高さ と面ぶれを同時に計測する

(3) パソ コ ン用設定支援ソ フ ト ウ ェ ア 「スマー ト モニ タ Zero」

センサコ ン ト ローラ （形 ZS-HLDC □ 1A） に同梱されている 「スマー ト モニ タ Zero」

で連結されている コ ン ト ローラの設定やデー タ表示を行います。 コ ン ト ローラ では

できない詳細なセンシング状態の確認や設定を簡単に行えます。

別売の 「スマー ト モニ タZero Professional」 を使えば、 計測値のロギングも可能です。
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システム構成
ZS-HLDCは、基本構成での運用に加え、豊富な周辺機器を組合わせて さ まざまな計測アプ

リ ケーシ ョ ンに対応させる こ とができます。
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各部の名称と機能
センサヘ ッ ド と センサコ ン ト ローラの各部の名称と機能を説明し ます。

センサヘ ッ ド

名 　 称 機 　 　 　 能

(1) 投受光部 レーザ投受光部です。

(2) 投光部

(3) 受光部

(4) コネク タ センサコ ン ト ローラに接続し ます。

(5) FAR表示灯 センサヘ ッ ド前面とワークの距離に応じ て、 次のよ う に点灯し ます。

　 NEAR/FAR両点灯 ： 測定中心距離± （測定範囲×10% ）

　 NEAR点灯 ： 測定範囲内近距離側

　 FAR点灯 ： 測定範囲内遠距離側

　 NEAR/FAR両点滅 ： 測定範囲外

この表示灯は、 レーザ発光警告灯と し ての機能も兼ねています。

・ 電源投入直後は、 少な く と もいずれかの表示灯が点灯または点滅し ます。

・ 電源投入後15～25秒間は、 両方の表示灯が消灯し て、 レーザ光が消灯状態

　 である こ と を示し ます。

・ レーザ発光時は、 いずれかの表示灯が点灯または点滅し ます。

・ レーザ消灯時は、 両方の表示灯が消灯し ます。

(6) NEAR表示灯

(1) 投受光部
(3) 受光部

(2) 投光部

(5)FAR表示灯

(6) NEAR表示灯

(4) コネク タ

(2) 投光部

(3) 受光部

(6) NEAR表示灯

(5)FAR表示灯

(5)FAR表示灯

(6) NEAR表示灯

(4) コネク タ

(4) コネク タ

(5)FAR表示灯

(6) NEAR表示灯

(4) コネク タ

(3) 受光部

(2) 投光部
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センサコ ン ト ローラ

名 　 称 機 　 　 　 能

(1) レーザ点灯LED センサヘ ッ ドがレーザ光を放出し ている と きに点灯し ます。

(2) ゼロ リ セ ッ ト LED ゼロ リ セ ッ ト 設定時に点灯し ます。

(3) ENABLE LED 計測可能時に点灯し ます。

計測不能時 （受光量過大または不足、 計測範囲外、 FUNモー ド非測定時） は消灯し ま

す。 センサヘ ッ ド未接続時には点滅し ます。

(4) メ イ ンデジ タル 計測値を表示し ます。

(5) サブデジ タル し きい値や計測時の補助的な情報を表示し ます。

(6) 液晶画面 RUNモー ド ： デジ タル表示の補足や表示関連の設定メ ニューを表示し ます。

TEACHモー ド ： し きい値を設定するためのメ ニューを表示し ます。

FUNモー ド ： 計測条件設定メ ニューを表示し ます。

(7) 操作キー 計測条件などを設定するための操作キーです。 操作モー ド によ って、 操作キーの機

能が変わり ます。

キー操作 　 p.4-4、 p.5-2

(8) モー ド切替スイ ッ チ モー ドの切替を行います。

RUNモー ド ： 通常計測する と きに選択し ます。

TEACHモー ド ： 判定し きい値を設定する と きに選択し ます。

FUNモー ド ： 計測条件を設定する と きに選択し ます。

(9) し きい値選択スイ ッ チ HIGHまたはLOWどち らのし きい値を設定 （または表示） するかを選択し ます。

(10) LOW LED 「計測値＜LOWし きい値」 時に点灯し ます。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

(6) 液晶画面

(1) レーザ点灯LED
(2) ゼロ リ セ ッ ト LED
(3) ENABLE LED

(4) メ イ ンデジ タル

(5) サブデジ タル

(7) 操作キー

(8) モー ド切替スイ ッ チ(9) し きい値選択スイ ッ チ

(11) PASS LED
(10) LOW LED

(12) HIGH LED

(13) センサヘ ッ ド接続コネク タ

(18) USBポー ト

(14) 連結部

(15) RS-232Cコネク タ

(16) 電圧／電流切替スイ ッ チ

(17) 入出力コー ド
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(11) PASS LED 「LOWし きい値≦計測値≦HIGHし きい値」 時に点灯し ます。

(12) HIGH LED 「HIGHし きい値＜計測値」 時に点灯し ます。

(13) センサヘ ッ ド接続

コネク タ

センサヘ ッ ド を接続し ます。

(14) 連結部 センサコ ン ト ローラ を複数台連結する と きに使用する コネク タ で、 センサコ ン ト

ローラの両側面にあ り ます。

(15) RS-232Cコネク タ プログラ マブルコ ン ト ローラやプログラマブルター ミ ナルと接続する と きに、 RS-

232Cケーブルを接続し ます。 RS-232Cケーブルは、 必ず以下の専用品をご使用 く だ

さい。 専用品以外のケーブルを使用する と、 誤動作や故障の原因と な り ます。

・ プログラ マブルコ ン ト ローラ／プログラマブルター ミ ナル接続用 ： 形ZS-XPT2

・ パソ コ ン接続用 ： 形ZS-XRS2

形ZG-RPDと接続し て使用する場合、 形ZG-RPDの接続コネク タ を接続し ます。

(16) 電圧／電流切替

スイ ッ チ

電圧出力と電流出力を選択し ます。

このスイ ッ チの操作は、 必ず電源を切った状態で行って く だ さい。 また電源

投入前に 「リ ニア出力線 （同軸） －リ ニアGND線」 の接続負荷が、 設定状態

（電圧または電流出力） の定格を満足する こ と を必ず確認し て く だ さい。

センサコ ン ト ローラが破損するおそれがあ り ます。

接続負荷の定格(入出力段回路図) 　 p.2-12

(17) 入出力コー ド 電源および同期センサやプログラマブルコ ン ト ローラなどの外部機器と接続し ます。

(18) USBポー ト パソ コ ン と接続するためにUSBケーブルを接続し ます。

名 　 称 機 　 　 　 能
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操作モー ド について
ZS-HLの操作モー ド には、 次の3種類があ り ます。 目的に応じ て、 各モー ド に切替えて操

作し て く だ さい。

モー ド の切替えは 「モー ド切替スイ ッ チ」 で行います。

条件を変更後、 モー ド を切替える と、 保存確認メ ッ セージが表示されるので、 必要に応じ て保存し て く

だ さい。 保存せずにセンサコ ン ト ローラの電源を切る と、 設定し た条件はク リ ア されて し まいます。 後

からま とめて保存する こ と もできます。

設定データ を保存する 　 p.5-29

モー ドの種類 説明

RUNモー ド 実際に計測を行う モー ド です。

TEACHモー ド 判定し きい値を設定する と きのモー ド です。

FUNモー ド 計測条件を設定する と きのモー ド です。
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設定の流れ

p.2-2

p.5-8

p.5-5

p.5-6

p.5-9

p.5-24

p.5-14

p.5-18

p.5-22

p.5-29

p.5-4
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p.4-6

p.4-7

p.4-10

p.5-8

p.5-11

p.5-7

p.5-12

p.5-13

p.5-13

p.6-2

p.7-2

p.5-28

p.5-29

p.5-25

p.5-26

p.5-25

p.5-29

p.5-27

p.7-6

p.5-27

p.5-28

p.5-28

p.9-2

p.9-3
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設置 ・ 接続の前に

■ 設置環境の確認
本書の 「安全上の要点」 をお読みにな り、 設定環境について確認し て く だ さい。

■ 設置場所の確認
本書の 「使用上の注意」 をお読みにな り、 設定場所について確認し て く だ さい。

■ 電源について
本製品を設置および接続する場合、 電源は必ず切っ て行っ て く だ さい。

また、 本書の 「安全上の要点」 および 「使用上の注意」 をお読みにな り、 電源および

配線について確認し て く だ さい。

センサヘ ッ ド

 

レーザ光を見つづける と視力障害を起こ し ます。

決し てビームをのぞき込まないで く だ さい。

分解する と、 レーザ光がもれ出し視力障害を起こすおそれがあ り ま

す。 分解し ないで く だ さい。
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測定範囲

形ZS-HLシ リーズでは、 測定中心距離を0 （ゼロ） と し てNEAR側を－ （マイナス）、 FAR側

を＋ （プ ラス） で表示し ます。

例 ： センサヘ ッ ド形ZS-HLDS2Vの場合

･形ZS-HLDS□□□シ リーズ

･形ZS-LD□□□シ リーズ

正反射 拡散反射

測定中心距離 測定範囲 測定中心距離 測定範囲

形ZS-HLDS2V 25mm ±2mm － －

形ZS-HLDS5 44mm ±4mm 50mm ±5mm

形ZS-HLDS10 94mm ±16mm 100mm ±20mm

形ZS-HLDS60 － － 600mm ±350mm

形ZS-HLDS150 － － 1500mm ±500mm

正反射 拡散反射

測定中心距離 測定範囲 測定中心距離 測定範囲

形ZS-LD10G 10mm ±0.5mm － －

形ZS-LD15G 15mm ±0.75mm － －

形ZS-LD20/20S 20mm ±1mm 6.3mm ±1mm

形ZS-LD40 40mm ±2.5mm 30mm ±2mm

形ZS-LD50/50S 47mm ±4mm 50mm ±5mm

形ZS-LD80 78mm ±14mm 80mm ±15mm

形ZS-LD130 130mm ±12mm 130mm ±15mm

形ZS-LD200 200mm ±48mm 200mm ±50mm

形ZS-LD350 － － 350mm ±135mm
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設置における基本的な注意事項
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センサヘ ッ ドの接続

センサヘ ッ ド と コ ン ト ローラ を接続し ます。

センサヘ ッ ド の着脱は、 必ずセンサコ ン ト ローラの電源を切った状態で行って く だ さい。 電源ONのま

ま行う と故障の原因にな り ます。

センサ部は振動や衝撃がかからないよ う に固定し て く だ さい。

■ センサヘ ッ ドの接続
センサコ ン ト ローラの入力コネク タにセンサヘ ッ ドのコネク タ を差し込みます。

あらかじめセンサヘ ッ ドのケーブルの両端に、 フ ェ ラ イ ト コ ア(センサヘ ッ ドの付属品) を装着し て

く だ さい。

フ ェ ラ イ ト コアがずれる場合は、 付属のイ ンシュ ロ ッ クによ り固定し て く だ さい。

■ センサヘ ッ ドの取外し
センサヘ ッ ドのコネク タ両側面のツ メ を押さ えながら、 ま っすぐ引っ張り ます。

･ コネク タ内の端子には触れないで く だ さい。

･ 違 う形式のセンサヘ ッ ド に交換し た場合は、 センサコ ン ト ローラ内の設定データはすべて ク リ ア

されます。
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■ 延長コー ド について
3つの延長方法があ り ます。

･全長12m以内

･全長22m以内(延長コー ド連結)

･長距離延長(中継器を使用)

延長ケーブル接続早見表

･ 連結し て延長できる コー ドは、 形ZS-XC□B(R)のみです。 形ZS-XC□Aとは連結できません。

･ コー ド 屈曲が発生する箇所は、 コー ド が破損する可能性があるため、 ロボ ッ ト ケーブルタ イ プの

延長コー ド （形ZS-XC5BR、 形ZS-XC□□CR） を使用し て く だ さい。

･ 形ZS-XC□□CR、形ZS-XC02D、形ZS-XEQを接続できるセンサヘッ ドは形ZS-HLDS□□□のみです。

･ デジ タルイ コ ラ イザの電源は、 センサコ ン ト ローラから供給されます。

延長ケーブル センサヘ ッ ド コ ン ト ローラ
注意事項

形式 長さ 耐屈曲 形ZS-LD□ 形ZS-HLDS□ 形ZS-LDC□ 形ZS-HLDC□

形ZS-XC1A 1m ● ● ● ● 連結延長不可

形ZS-XC4A 4m ● ● ● ● 連結延長不可

形ZS-XC8A 8m ● ● ● ● 連結延長不可

形ZS-XC5B
5m ● ● ● ●

2本まで連結延長可能

（最大22m）

形ZS-XC10B
10m ● ● ● ●

2本まで連結延長可能

（最大22m）

形ZS-XC5BR
5m ● ● ● ● ●

2本まで連結延長可能

（最大22m）

形ZS-XC15CR
15m ● ● ●

形ZS-XEQ、

形ZS-XC02Dが必要

形ZS-XC25CR
25m ● ● ●

形ZS-XEQ、

形ZS-XC02Dが必要
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センサコ ン ト ローラ
センサコ ン ト ローラの設置、 入力 ・ 出力コー ドの配線について説明し ます。

周辺機器の着脱は、 必ず電源を切った状態で行って く だ さい。 電源ONのまま行う と故障の原因にな り

ます。

センサコ ン ト ローラの設置

■ DINレールの取付け
35mm幅のDINレールにワン タ ッ チで取付ける方法について説明し ます。

あらかじめセンサコ ン ト ローラの入出力コー ド に、 フ ェ ラ イ ト コ ア(センサコ ン ト ローラの付属品)

を装着し て く だ さい。

DINレール （別売）

形PFP-100N （1m）

形PFP-50N （0.5m）

形PFP-100N2 （1m）

エン ド プレー ト （別売）

形PFP-M

フ ェ ラ イ ト コ ア
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● 取付け

1. コネク タ側のツ メ を DIN レールに引っかけ

ます。

2. 入出力コ ー ド 側のフ ッ クがロ ッ ク される ま
でDINレールに押込みます。

“カチ ッ ”と音がするまで押込んで く だ さい。

コネク タ側のツ メ をレールにかけて取付けて く だ さい。 入出力コー ド側のフ ッ ク をレールに

かけて取付ける と取付け強度が低下し ます。

● 取外し

1. セ ン サ コ ン ト ロ ー ラ の入出力 コ ー ド 側の

フ ッ ク を下に引きます。

2. 入出力コー ド側から持上げて、 DINレールか
ら外し ます。

■ 盤面への取付け
パネルマウン ト アダプ タ （別売 　 形ZS-XPM1） を使用し て、 盤面に取付ける こ とがで

きます。

パネルカ ッ ト 図 　 p.8-39

連結し て使用する場合は、 補強のために必ずDINレールを背面に取り付けて く だ さい。

1. 盤面の後ろから センサコ ン ト ローラ を前方

へ出し ます。

コネク タ側のツ メ

入出力コー ド側の

フ ッ ク

入出力コー ド側の

フ ッ ク

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

盤面
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2. 短いマウン ト アダプ タ をセンサコ ン ト ロー
ラの穴 （4箇所） に取付けます。

3. 長いマウン ト アダプ タ を短いマウン ト アダ
プ タの穴 （2箇所） に取付けます。

4. マウン ト アダプ タ を取付けたセンサコ ン ト
ローラ を、 盤面の手前から取付けます。

入出力コー ド を挟まないよ う に注意し て く だ

さい。

5. 短いマウン ト アダプ タの穴 （2箇所） に取付
金具のフ ッ ク部を引っかけて、 ネジ を締込
みます。

6. センサコ ン ト ローラが盤面に固定されてい
る こ と を確認し ます。

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

パネルマウン ト

アダプ タ

パネルマウン ト

アダプ タ

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

パネルマウン ト

アダプ タ

パネルマウン ト

アダプ タ

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

H LD ON
ZERO

ENABLE

P

L

盤面

取付

金具
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入力 ・ 出力コー ドの配線

入力 ・ 出力コー ドの各配線の内容を次に示し ます。

(1) 電源

DC24V （±10%） の電源を接続し ます。 PNP タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力

のコ モン端子と な り ます。

電源は高電圧が発生し ないよ う に対策 ( 安全超低電圧回路 ) されている直流電源装置

から供給し て く だ さい。

電源装置の推奨品 　 p.1-3

電源は他の機器とは独立し て配線し て く だ さ い。 同一配線または同一ダ ク ト にする

と誘導を受け、 誤動作または破損の原因と な り ます。

(2) GND

電源用 0V 接続線です。 NPN タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力のコ モン端子と

な り ます。

(3) OUT0 （HIGH 出力）

判定結果 （HIGH） を出力し ます。

(4) OUT1 （PASS 出力）

判定結果 （PASS） を出力し ます。

(5) OUT2 （LOW 出力）

判定結果 （LOW） を出力し ます。

(6) OUT3 （ENABLE 出力）

計測可能な場合に ON し ます。 ENABLE 表示灯と連動し て出力し ます。

(1) 電源

(3) OUT0

(4) OUT1

(5) OUT2

(6) OUT3

(7) OUT4

(8) リ ニア出力

(9) リ ニアGND

(10) IN0

(11) IN1

(12) IN2

(13) IN3

(14) 未使用

(2) GND

茶

青

赤

緑

黒

桃

灰

同軸(黒)

シールド

黄

水色

紫

白

橙

（コー ド長 ： 2m）
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(7) OUT4 （BUSY 出力）

ホールド機能を設定し ている場合、 サンプ リ ング中に ON し ます。

セルフ ト リ ガが正常に動作し ているかど うか確認できます。

また、 バン ク切替を実行し た場合、 切替中に ON し ます。

(8) リ ニア出力

計測の結果に応じ た電流または電圧を出力し ます。

(9) リ ニア GND

リ ニア出力用 0V 接続線です。

青線 （0V） のGNDとは分離し て使用し て く だ さい。

リ ニア出力を使用し ない場合は、 必ずGNDに接続し て く だ さい。

(10)～(13) 　 IN0～IN3

入力信号の割付けを次のパターンから選択できます。

・ 信号の割付け

入出力の割付けの設定 　 p.6-17

・ 各信号の役割

外部入出力のタ イ ミ ングチャー ト 　 p.6-18

信号 [標準]を選択時 （初期値） [バン ク]選択時

IN0 外部 ト リ ガ （タ イ ミ ング） 入力 バン ク入力A

IN1 リ セ ッ ト 入力 バン ク入力B

IN2 LD-OFF入力 LD-OFF入力

IN3 ゼロ リ セ ッ ト 入力 ゼロ リ セ ッ ト 入力

信号名 説明

外部 ト リ ガ （タ イ ミ ング） 入力 外部機器からの信号入力線です。 ホールド機能のタ イ ミ ングを と るた

めに使用し ます。

リ セ ッ ト 入力 各計測処理、 および出力を リ セ ッ ト し ます。 リ セ ッ ト 入力中は、 判定

出力は非計測時設定にし たがって出力し ます。 ホールド機能を使用し

ている場合、 リ セ ッ ト 入力がONされる と、 ホールド確定前の状態に

戻り ます。

状態表 　 p.8-37

LD-OFF入力 ONの状態にする と レーザ点灯 （発光） が停止し て、 光量異常状態に

な り ます。 LD-OFF入力中は、 リ ニア出力、 判定出力は非計測時設定

にしたがって出力し ます。

ゼロ リ セ ッ ト 入力 ゼロ リ セ ッ ト の実行、 または解除を行います。

バン ク入力A、 B バン ク を切替える と きに使用し ます。 A、 Bの組合わせでバン ク番号

を指定し ます。 ただ し、 バン クモー ド を[判定値]に設定し ている場合

は、 バン ク数が32個に増えるため外部信号入力ではバン ク切替えがで

きません。
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入出力段回路図

● NPNタ イプ （形ZS-HLDC11）
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● PNPタ イプ （形ZS-HLDC41）
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スマー ト モニ タZeroについて
形ZS-HLには、 センシング機能の設定や波形による計測結果の表示などをパソ コ ンから行

えるツールと し て、 スマー ト モニ タZeroが用意されています。

● 計測状態のモニ タ リ ング

● 機能の設定支援

別売のスマー ト モニ タZero Professionalを使用する と、 さ らに以下のこ とができます。

･ 複数コ ン ト ローラでの多CH波形の表示

･ 計測値をロギング

動作環境について

スマー ト モニ タZeroの動作環境は、 次のとお り です。 ご確認 く だ さい。

･Windowsは、 米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。

･その他記載されているシステム名、 製品名は各社の商標または登録商標です。

項目 条件

OS Windows 10 （32ビ ッ ト 版/64ビ ッ ト 版）

Windows 7 （32ビ ッ ト 版/64ビ ッ ト 版）

Windows XP （Service Pack3 以上、 32ビ ッ ト 版）

CPU Intel Pentium Ⅲ 1GHz以上 （推奨:2GHz以上）

メ モ リ 1GB以上

表示画面 1024×768ド ッ ト 以上、 1600万色以上

連結コ ン ト ローラの計測値を一覧で確認 計測値の時系列変化をグラ フ表示

センサヘ ッ ド受光状態 （感度） を見ながら

細やかなセンシング条件を設定

コ ン ト ローラの設定を一覧で表示 ・ 設定

受光状態

ラ イ ンブ ラ イ ト
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イ ンス ト ール/アン イ ンス ト ール方法

スマー ト モニ タZeroを使う ための準備について説明し ます。

■ スマー ト モニ タZeroのイ ンス ト ール
･ イ ンス ト ールを始める前に、 他の起動し ている ソ フ ト をすべて終了し て く だ さい。 ウ ィ ルス対策

ソ フ ト が起動し ている と、 イ ンス ト ール作業に時間がかかる場合があ り ます。

･ Administrator またはコ ンピ ュータ管理者などシステムを変更でき る権限を もつユーザでログオン

し て く だ さい。

･ スマー ト モニ タZeroを イ ンス ト ールし てからUSBド ラ イバを イ ンス ト ールし て く だ さい。

1. パソ コ ンの電源をONにし、 Windowsを起動し ます。

2. 「スマー ト モニ タZero」 のCD-ROMをパソ コ ンにセ ッ ト し ます。

3. オー ト ラ ン （自動実行方式） でイ ンス ト ール画面が表示されるので、 画面の指示
に従っ てイ ンス ト ールし ます。

4. 引き続きUSB ド ラ イバのイ ンス ト ール画面が表示されるので、 画面の指示に従っ
てイ ンス ト ールし ます。

■ スマー ト モニ タZeroのアン イ ンス ト ール
･ アン イ ンス ト ールを始める前に、 他の起動し ている ソ フ ト をすべて終了し て く だ さい。 ウ ィ ルス

対策ソ フ ト が起動し ている と、 アン イ ンス ト ール作業に時間がかかる場合があ り ます。

･ Administrator またはコ ンピ ュータ管理者などシステムを変更でき る権限を もつユーザでログオン

し て く だ さい。

1. パソ コ ンの電源をONにし、 Windowsを起動し ます。

2. パソ コ ンの[ス ター ト ]メ ニューから[コ ン ト ロールパネル]を選択し ます。

3. [プログラムの追加と削除]をダブルク リ ッ ク し ます。

4. 一覧から[SmartMonitorZero3]を選択し て、 [削除]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. [はい]を ク リ ッ ク し ます。
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スマー ト モニ タZeroの起動と終了

■ スマー ト モニ タZeroの起動
イ ンス ト ールを完了後、 次の手順でスマー ト モニ タZeroを起動し ます。

1. パソ コ ン と センサコ ン ト ローラが接続されている こ と を確認し ます。

2. センサコ ン ト ローラの電源をONし、 RUNモー ド に入り ます。

3. パソ コ ンの[ ス ター ト ] メ ニューから [ プログラム]-[OMRON]-[SmartMonitorZero3]
を起動し ます。

■ センサコ ン ト ローラ と接続できなかった場合
パソ コ ン側のCOMポー ト 番号の割当てを、デバイスマネージ ャーで確認し て く だ さい。

1. パソ コ ンのデスク ト ッ プにある[PC]を右ク リ ッ ク し、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [デバイスマネージ ャー ]を ク リ ッ ク し ます。

3. [ポー ト (COMとLPT)]を開き、 [OMRON Smart Sensor USB COM]または[USBシ リ ア
ルデバイス]のCOMが何番になっ ているか確認し ます。

4. このCOMポー ト 番号を、 スマー ト モニ タZeroの[通信設定]の画面に設定し ます。

デバイスマネージャーで 「OMRON Smart Sensor USB COM」 が認識されていない場合は、 USBド ラ

イバを再イ ンス ト ールし、 パソ コ ンを再起動し て く だ さい。

■ スマー ト モニ タZeroの終了
次の手順でスマー ト モニ タZeroを終了し ます。

1. スマー ト モニ タZeroのメ ニューバー [フ ァ イル]-[閉じ る]を選択し ます。
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アプ リ ケーシ ョ ン と設定例

高さ を計測する(基本) 3-2

透明体の厚みを計測する 3-4

ラ イ ンビーム中の突起 （ピーク） を計測する 3-6

複数項目を同時に計測する (マルチ タ スク） 3-8
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高さ を計測する(基本)
基本的な高さ計測の設定手順を説明し ます。

センシング条件の設定

1. FUNモー ド に切替えます。

2. [センシング]-[モー ド ]で、計測モー ド
を選択し ます。

[コウセイ ド] 　 ： 通常はこれを選択。 ワーク表面の影響を押さ えた安定し た計測が可能。

[コウカ ン ド] 　 ： [コウセイ ド]の効果に加え、 受光量が不足する場合も計測が安定。

　 　 　 　 　 　 　 　 （黒ゴム、 基板など）

3. [センシング]-[ヘ ッ ド セ ッ チ]で、ヘ ッ
ドの取付け状態を選択し ます。

4. [センシング]-[ソ ク テイブツ]で、ワー
クの材質を選択し ます。

[ヒ ョ ウジュ ン] ： 通常はこれを選択

[シ ミ コ ミ ] 　 　 ： 基板のよ う にレーザ光を透過し乱反射の影響がある場合

[カガ ミ ] 　 　 　 ： 鏡面の場合

[ガラス] 　 　 　 ： ガラスの場合

センサヘ ッ ド
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高さ を計測する(基本)

設定の保存

5. RUNモー ド に切替えます。

6. [ ハイ ] を選択し て、 設定を保存し ま
す。

計測

7. 計測値を確認し ます。
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透明体の厚みを計測する
あらかじめ厚みが分かっているガラスがあれば、 それを基準にスケーリ ングを調整し、 簡

単に透明体の厚みを計測できます。

センシング条件の設定

1. FUNモー ド に切替えます。

2. [センシング]-[ヘ ッ ド セ ッ チ]で、 [セ
イハンシ ャ ]を選択し ます。

3. [センシング]-[ソ ク テイブツ]で、 [ガ
ラ ス ア ツ ミ ]-[ モ ー ド 1] を 選択 し ま
す。

センサヘ ッ ド

p.4-2
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透明体の厚みを計測する

スケーリ ングの設定

4. 実ワ ー ク を 測定範囲内に設置 し ま
す。

5. [ シュ ツ リ ョ ク ]-[ スケーリ ング ]-
[ON]-[ジ ド ウ]を選択し ます。

「ガ ラ ス厚みスケー リ ング」 を実施する場合には、 計測レ ンジ内にワーク を設置し て く だ さ

い。 計測できない状態では、 スケーリ ング設定 （自動） はできません。

6. ガ ラ ス厚みの実寸法 を入
力し ます。

設定の保存

7. RUNモー ド に切替えます。

8. [ ハイ ] を選択し て、 設定を保存し ま
す。

計測

9. 計測値を確認し ます。

計測が安定し ない場合

手順3で、 [ガラスアツ ミ ]-[モー ド2]を選択し て く だ さい。 [モー ド2]を選択する と、 ガラス表面、 裏面そ

れぞれに最適な受光量の調整が実施される2領域計測モー ド にな り ます。

スマー ト モニ タZeroを使用する と、 受光量を確認し ながら領域を調整できます。

測定対象物を設定する 　 p.5-9
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ラ イ ンビーム中の突起 （ピーク） を計測する

ラ イ ンビーム中の突起 （ピーク） を計測する
微小な突起計測の設定手順を説明し ます。

1. FUNモー ド に切替えます。

2. [システム]-[マルチ タ スク]で、[ON]を
選択し ます。

確認 メ ッ セ ー ジ が表示 さ れ ま すの で、
[OK]を選択し ます。

ピーク （TASK1） の設定

3. MENU キーを押し て TOP メ ニューを
表示し ます。

4. ESCキーを押し TASK切替え メ ニュー
を表示し て、 [TASK1]を選択し ます。

5. [ソ ク テイ]-[ソ ク テイチ]で、 [ピーク]
を選択し ます。
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ラ イ ンビーム中の突起 （ピーク） を計測する

設定の保存

6. RUNモー ド に切替えます。

7. [ ハイ ] を選択し て、 設定を保存し ま
す。

計測

8. 計測値を確認し ます。

同様の手順でボ ト ムや段差も計測できます。 手順5で[ボ ト ム]または[ダンサ]を選択し ます。
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第3章
複数項目を同時に計測する (マルチ タ スク）

複数項目を同時に計測する (マルチ タ スク）
マルチ タ ス ク機能を使えば、 高さ と面ぶれを同時に計測する こ とができ ます。 TASK1に

「高さ」、 TASK2に 「面ぶれ」 を設定する と きの手順を説明し ます。

1. FUNモー ド に切替えます。

2. [システム]-[マルチ タ スク]で、[ON]を
選択し ます。

確認 メ ッ セ ー ジ が表示 さ れ ま すの で、
[OK]を選択し ます。

高さ （TASK1） の設定

3. MENU キーを押し て TOP メ ニューを
表示し ます。

4. ESCキーを押し TASK切替え メ ニュー
を表示し て、 [TASK1]を選択し ます。

5. [ソ ク テイ]-[ソ ク テイチ]で、 [ヘイキ
ン]を選択し ます。
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複数項目を同時に計測する (マルチ タ スク）

6. [シュ ツ リ ョ ク ]-[ホールド ]-[ タ イプ]
で、 [アベレージ]を選択し ます。

7. TEACHモー ド に切替えます。

8. [ ハイ ] を選択し て、 設定を保存し ま
す。

9. し きい値を設定し ます。

面ぶれ （TASK2） の設定

10. FUNモー ド に切替えます。

11. [ ハイ ] を選択し て、 設定を保存し ま
す。

12. ESCキーを押し TASK切替え メ ニュー
を表示し て、 [TASK2]を選択し ます。

13. [ソ ク テイ]-[ソ ク テイチ]で、 [ヘイキ
ン]を選択し ます。

14. [シュ ツ リ ョ ク ]-[ホールド ]-[ タ イプ]
で、 [P-P]を選択し ます。



3-10

第
 3

 章
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

設
定

例

ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

第3章
複数項目を同時に計測する (マルチ タ スク）

15. 7～9 と同様の手順で、 し きい値を設
定し ます。

計測

16. RUNモー ド に切替えます。

17. [ ハイ ] を選択し て、 設定を保存し ま
す。

18. UP キーを押し ながら、 ワーク を計測
し ます。

UPキーを押し ている間、 サンプ リ ングし
ます。

19. 計測値を確認し ます。

各TASKの計測値は、表示を切替えて確認
できます。

計測値の表示を切替える 　 p.4-2

実ラ イ ンで計測する と きは、 外部入力かセルフ ト リ ガでも計測を開始できます。

p.5-19
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運用中に使用する機能と操作

計測値の表示を切替える 4-2

RUNモー ド のキー操作一覧 4-4

ゼロ リ セ ッ ト の操作 4-5

し きい値の設定 4-7

バン ク を切替える （段取替え） 4-10
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第4章
計測値の表示を切替える

計測値の表示を切替える
RUNモー ド で運転中に メ イ ン／サブデジ タルの表示を切替える こ とができます。用途に応

じ て計測値を表示し ながら、 し きい値や分解能などの確認が可能です。

メ イ ンデジ タルに計測値を、 サブデジ タルに し きい値などの情報を表示し ます。
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計測値の表示を切替える

サブデジ タルの表示内容

表示内容 説明

シキイチ し きい値選択スイ ッ チに応じ て、 HIGH/LOWし きい値が表示されます。

デンアツ （デン リ ュウ） リ ニア出力される電圧値 （電流値） が表示されます。 電圧/電流値切替スイ ッ チ

の切替によ り、 表示する内容が変わり ます。 (こ こで表示される値は目安です。

実際のリ ニア出力値とは異な り ます。 )

ブン カ イ ノ ウ 一定期間の計測値の変動の幅 （ピークtoピーク） が表示されます。

ジュ コウ リ ョ ウ 現在の受光量が表示されます。 また、 液晶画面の上段に現在の投光量が表示され

ます。 センサヘ ッ ド を取付ける と きは、 受光量(1000)に対し て投光量がなるべ く

小さ く なるよ う に位置を調整し て く だ さい。

センサコ ン ト ローラ内部では、受光量が1000になるよ う に投光量を0.1%～

80%の範囲で自動的に調整し ています。 投光量が最大80%になっ ているに

もかかわらず受光量1000付近にな らない場合は、 計測モー ド を高感度に

するかゲイ ンを上げて受光量が上がるよ う に設定を変更し て く だ さい。

ゼッ タ イキ ョ リ センサヘ ッ ドからワーク までの距離が表示されます。

TASK□ケイ ソ クチ マルチ タ スクモー ドの場合、 他のTASKの計測値を表示し ます。

タ ンシダイ 形ZG-RPDへの出力値が表示されます。

ハンテイケ ッ カ
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第4章
RUNモー ドのキー操作一覧

RUNモー ドのキー操作一覧

キーの種類 役割

フ ァ ン クシ ョ ンキー マルチ タ スクモー ドの場合は、 タ スク を切替えます。 1～4のキー番号

がタ スク番号に相当し ます。

← Lキー

→ Rキー

サブデジ タルの表示を切替えます。

↑ UPキー

↓ DOWNキー

↑UPキー ： ト リ ガ入力を実行し ます。

↓DOWNキー ： リ セ ッ ト 入力を実行し ます。

MENUキー 表示のカス タ マイズ メ ニューを表示し ます。

SETキー ゼロ リ セ ッ ト を実行し ます。

ESCキー 2秒以上の長押し で、 ゼロ リ セ ッ ト を解除し ます。
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ゼロ リ セ ッ ト の操作
ゼロ リ セ ッ ト では、 基準値 「0」 の高さ を登録し、 基準に対する ±の公差で計測値を表示

および出力できます。 RUN モー ド で計測中に、 任意のタ イ ミ ングでそのと きの計測値を 0

に設定できます。

例1 ： 検出物体の高さ を基準値と し、 その公差を計測値とする

例2 ： 検出物体の高さに応じ た計測値にする(オフセ ッ ト 値と し て10を設定する)

例3 ： 検出物体の段差を計測する(計測ご とにゼロ リ セ ッ ト を実行する）

センサヘ ッ ド

(基準値)
検出物体

(LOWし きい値)

(HIGHし きい値)

センサヘ ッ ド

検出物体

(LOWし きい値)

(HIGHし きい値)

センサヘ ッ ド

ゼロ リ セ ッ ト

実行

この段差

を計測

ゼロ リ セ ッ ト

実行

ゼロ リ セ ッ ト

実行

移動
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第4章
ゼロ リ セ ッ ト の操作

■ ゼロ リ セ ッ ト の実行／解除
キー操作または外部からの信号を入力すれば、 そのと きの計測値が基準値 「0」 に リ

セ ッ ト されます。

ゼロ リ セ ッ ト の実行

1. 基準と なる検出物体をセ ッ ト し ます。

2. SETキーを押し ます。

ゼロ リ セ ッ ト LEDが点灯し、 現在の計測値が0 （ゼロ）
と し て登録されます。

外部信号入力での実行／解除 　 p.6-23

ゼロ リ セ ッ ト を実行する と、 リ ニア出力はフ ォーカスを設定し ている2点の中央の電圧値 （電流値）

にな り ます。 なお、 フ ォーカスを設定し ていない場合は約0V(12mA)にな り ます。

ゼロ リ セ ッ ト の解除

1. ESCキーを2秒以上長押し し ます。

ゼロ リ セ ッ ト 機能に関する設定 　 p.5-22
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し きい値の設定

し きい値の設定
TEACHモー ド に切替えて、 PASSと判定する計測値の範囲を設定し ます。

HIGHし きい値とLOWし きい値の2つを設定し ます。判定結果と し て出力されるのは「HIGH」

「PASS」 「LOW」 の3種類があ り ます。

し きい値の設定は、 2とお りの方法があ り ます。

･ し きい値にはヒ ステ リ シス （ヒ ス幅） を設定する こ と もできます。 判定が安定し ないと きは、 ヒ ステ

リ シスを設定し て く だ さい。 チャ タ リ ングを防止できます。

判定出力の設定(ヒ ス) 　 p.6-7

･ 外部機器と接続し た状態で し きい値を設定する と きは、 センサコ ン ト ローラのLD-OFF入力線をONの

状態にし て、 外部機器への出力が変化し ないよ う にし て く だ さい。 TEACHモー ド では、 RUNモー ド と

同様にHIGH/PASS/LOW判定が出力されます。

･ マルチ タ スクモー ドの場合、 表示させる タ スク を選択する こ とができます。 フ ァ ン ク シ ョ ンキーがタ

スクに対応し ていますので、 表示させたいタ スク番号のフ ァ ン ク シ ョ ンキーを押し て く だ さい。

（液晶表示に現在選択されている タ スクが 「TKx」 と表示されます。）

設定方法 内容

テ ィ ーチング

(MENUキー )

実際に計測を行って、 その計測結果を し きい値と し て設定し ます。

上限/下限の限界サンプルが用意できる と きに便利な方法です。

ダイ レ ク ト IN

(L/R/UP/DOWNキー）

数値を直接入力し て し きい値を設定し ます。 あらかじめ良品寸法がわかっている場合

や、 テ ィ ーチングで決定し た し きい値を調整する と きに便利な方法です。

HIGHし きい値

計測値

LOWし きい値

出力

(計測値＞HIGHし きい値の場合ON)

(LOWし きい値≦計測値≦HIGHし きい値

の場合ON)

(計測値＜LOWし きい値の場合ON)
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第4章
し きい値の設定

■ テ ィ ーチング
実際に計測を行って、 その計測結果を し きい値と し て設定し ます。

上限/下限の限界サンプルが用意できる と きに便利です。

すでに設定し ているホール ド、 ト リ ガ、 スケー リ ングの設定内容も テ ィ ーチング時の

計測に反映されます。

HIGHし きい値を設定する場合の手順を例にあげて、 操作方法を説明し ます。

1. TEACHモー ド に切替えます。

2. HIGH し きい値を設定するために、 し き
い値選択スイ ッ チを 「H」 に切替えます。

3. ワーク をセ ッ ト し ます。

4. MENUキーを押し て確定し ます。

サブデジ タルに確定された し きい値が表示
されます。

センサヘ ッ ド センサヘ ッ ド

テ ィ ーチング点

=HIGHし きい値

テ ィ ーチング点

=LOWし きい値

限界サンプル （下限）限界サンプル （上限）
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し きい値の設定

■ ダイ レ ク ト IN
数値を直接入力し て し きい値を設定し ます。 あらかじめ良品寸法がわかっ ている場合

や、 テ ィ ーチングで決定し た し きい値を調整する と きに便利です。

HIGH し きい値を直接入力し て設定する場合の手順を例にあげて、 操作方法を説明し ま

す。

1. TEACHモー ド に切替えます。

2. HIGH し きい値を設定するために、 し き
い値選択スイ ッ チを 「H」 に切替えます。

3. 変更し たい設定値を入力し ます。

現在の計測値が メ イ ンデジ タルに、 変更
値がサブデジ タルに表示されています。

　 ←→ ： 桁移動、 ↑↓ ： 数値変更

4. SETキーを押し て確定し ます。

変更中のし きい値をキャ ンセルし たい場

合には、 ESCキーを押し て く だ さい。
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第4章
バン ク を切替える （段取替え）

バン ク を切替える （段取替え）
形ZS-HLには、 最大4種類の設定内容を記憶し てお く こ とができ、 これをバン ク と呼びま

す。 段取替え時には、 外部からバン ク を切替える こ とができます。

･バン ク とは

･設定内容のバン ク切替例

バン クの設定内容で 「し きい値」 のみ違う場合は、 バン クのモー ド を変更する こ と で、 バン ク数を 4個

から32個に増やすこ とができます

バン クモー ドの選択 　 p.5-28
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バン ク を切替える （段取替え）

● キー操作でのバン ク切替

 FUNモー ド-[バン ク]- [キリ カエ]

1. バン ク番号を選択し ます。

現在のバン ク番号が メ イ ンデジ タルに表示されてい
ます。

● 外部信号入力でのバン ク切替

入力信号の機能割当ての変更が必要です。

・ 入力信号の割付け変更 　 p.6-17

・ 配線 　 p.2-10

･ CompoWay/Fまたは無手順のコマン ド入力、 スマー ト モニ タZeroからのバン ク切替えも可能です。

･ バン クモー ド を[判定値]に設定し ている場合は、 バン ク数が32個に増えるため外部信号入力ではバン

ク切替えができません。
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第4章
バン ク を切替える （段取替え）

MEMO
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第 5 章

機能の設定

センサコ ン ト ローラの基本操作 5-2

マルチ タ スク機能を使用する 5-4

センシング条件の設定 5-6

フ ィ ルタ機能の設定 5-12

センシング情報の出力処理を設定 5-14

特徴点計測の設定 5-24

表示方法の設定 5-25

システム環境の設定 5-27

バン クの扱い方を変更する 5-28

設定データ を保存する 5-29

設定を ク リ アする 5-29
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第5章
センサコ ン ト ローラの基本操作

センサコ ン ト ローラの基本操作

表示とキー操作

設定は主にFUNモー ド で行います。 FUNモー ド では、 液晶画面に、 設定メ ニューを表示し

ます。 各メ ニューの先頭に付いている番号がフ ァ ン ク シ ョ ンキーに対応し ます。

右下に”←→“が表示されている場合は、 複数ページで構成されています。 Lキー、 Rキーで

改ページ し て く だ さい。

キー操作

キーの種類 役割

フ ァ ン クシ ョ ンキー 液晶画面に表示される各項目の先頭についている番号を、 ダイ レ ク ト

に選択し ます。

← Lキー

→ Rキー

設定内容によ ってはたら きが変わり ます。

・ 一覧メ ニューの改ページ

・ 数値の桁選択

↑ UPキー

↓ DOWNキー

数値を入力時、 数値を変更し ます。

MENUキー ト ッ プ メ ニューを表示し ます。

SETキー 設定中の項目を確定し ます。

ESCキー １ つ前のメ ニューに戻り ます。

操作キー

デジ タル表示部の見方

FUNモー ドの ト ッ プ メ ニュー

メ イ ンデジ タルには、 選択中のバン ク番号が表示

されます。

サブデジ タルには、 選択中のタ スク番号が表示さ

れます。

FUNモー ド でMENUキーを押すと、 この表示に戻り ま

す。

メ イ ンデジ タル

サブデジ タル

液晶画面
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計測モー ド を[高精度]に変更する場合の手順を例にあげて、 基本的な操作方法を説明し ま

す。

1. [ センシング ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ

ンキー 1を押し ます。

2. [ モー ド ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ ン
キー 1を押し ます。

現在選択されている番号が点滅表示されま
す。

3. [ コウセイ ド ] に該当する フ ァ ン ク シ ョ
ンキー 2を押し ます。

設定完了メ ッ セージが表示されます。

4. MENU キーを押すと 1の ト ッ プ メ ニュー
に戻り ます。

ESCキーを押すと1つ前の画面に戻り ます。
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第5章
マルチ タ スク機能を使用する

マルチ タ スク機能を使用する
ZS-HLDCシ リーズでは、ひとつのセンシング条件に対し て、複数の計測処理を設定できま

す。 この計測処理を 「タ スク」 と呼びます。

･アプ リ ケーシ ョ ン例 ： 高さ と面ぶれを同時に計測する

複数項目を同時に計測する 　 p.3-8

■  ｢シングルタ スクモー ド｣と｢マルチ タ スクモー ド｣
標準的な計測には設定が簡単な 「シングルタ ス ク モー ド」 、 複数の特徴点を同時に計

測 ・ 判定するなど詳細な設定が必要な場合には 「マルチ タ ス ク モー ド」 と、 計測内容

に応じ て使い分ける こ とができます。 「マルチ タ スク モー ド」 では、 4つのタ ス クが用

意されてお り、 タ ス ク ご と にピークやボ ト ム、 平均など任意の特徴点を計測でき るの

で、 複数特徴点の同時計測 ・ 判定が可能です。
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第5章
マルチ タ スク機能を使用する

マルチ タ スクに切替える

1つセンシングに対し て1つの計測処理を実行する場合は 「シングルタ スク モー ド」、 複数

の特徴点を同時に計測 ・ 判定する場合には 「マルチ タ スク モー ド」 を選択し ます。

 FUNモー ド-[システム]- [マルチ タ スク]

モー ド による メ ニュー階層の違い 　 p.16

タ スクの選択

[マルチ タ ス ク ] を ONに設定し た場合は、 タ スク番号を選択し てから、 各種設定を行いま

す。 タ スク番号の選択方法について説明し ます。

 FUNモー ド

1. MENUキーを押し て、 TOP メ ニューを表

示し ます。

2. ESCキーを押し ます。

TASK選択メ ニューが表示されます。

3. タ スク番号を選択し ます。

現在選択されている タ ス クは、 サブデジ タ
ルに表示されます。

設定値 説明

OFF シングルタ スクモー ドが選択されます。 （初期値）

ON マルチ タ スクモー ドが選択されます。
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第5章
センシング条件の設定

センシング条件の設定
センサでワーク を検出する と きの条件を設定し ます。

計測モー ド を設定する

■ 計測モー ドの設定
計測内容 （ワークの移動速度や計測点など） に応じ て、 計測モー ド を設定し ます。

速度、 精度、 感度など、 優先し たい項目を目安に選んで く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[モー ド]

･ 高速モー ドの場合、 実際に設定する内容によ ってサンプ リ ング周期が変化し ます。 （平均回数のみ

設定し ている場合にサンプ リ ング周期が最速の約110μsと な り ます。）

実際のサンプ リ ング周期は、 ト ッ プ メ ニューから[ジ ョ ウホウ]－[シュウキ]で確認し て く だ さい。

･ 高速モー ドの場合、 スムーズ機能は OFF に変更されます。 高速モー ド以外の場合、 スムーズ機能

はONに変更されます。

設定値 説明

ヒ ョ ウジュ ン （標準） 標準的な計測モー ド です。

（サンプ リ ング周期 ： 約500μs、 加算ラ イ ン数 ： 9ラ イ ン）

コウセイ ド （高精度） ワーク を高精度計測し たい場合に選択し ます。 （初期値）

（サンプ リ ング周期 ： 約2ms、 加算ラ イ ン数 ： 40ラ イ ン）

コウソ ク （高速） ワーク を高速計測し たい場合に選択し ます。

ただ し、 マルチ タ スクモー ド での選択はできません。

（サンプ リ ング周期 ： 最速約110μs、 加算ラ イ ン数 ： 2ラ イ ン）

コウカ ン ド(高感度) ワーク を高精度計測し たい場合に選択し ます。 [コウセイ ド]に比べ、 サ

ンプ リ ング時間が長いので、 受光感度に優れています。

(サンプ リ ング周期 ： 約4ms、 加算ラ イ ン数 ： 40ラ イ ン)
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センシング条件の設定

■ カス タムモー ドの設定
用意されている計測モー ド では う ま く 計測できない場合は、 カス タムモー ド を使用し

て く だ さい。

ワークの表面状態にあった適切な条件で計測を行 う よ う に、 加算ラ イ ンや露光時間な

どが変更できます。

[カサン ラ イ ン]→[ロ コウジカ ン]→[マビキ]の順番に設定し て く だ さい。

加算ラ イ ンを設定する と、 自動的にその露光時間が決ま り ます。 それでも光量不足の場合に露光時

間を設定し ます。 その状態で[マビキ （間引き数） ]をONする と有効ラ イ ン幅が倍に広がり ます。

 FUNモー ド-[センシング]-[モー ド]

ゲイ ンを設定する

極端に反射光量の低いワークや大きな傾斜があるワーク に対し て も安定し た計測ができ

るよ う に、 CMOSゲイ ンを設定できます。

ゲイ ンを大き く 設定し た場合、 計測分解能が低下する場合があ り ます。 また、 受光側のゲイ ンを大き く

する機能のため、 外乱光の影響を受けやす く なるので注意し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ゲイ ン]

設定値 説明

カス タム カサン ラ イ ン

（加算ラ イ ン数）

表面状態の影響を受けに く く し たい （加算ラ イ ン数を増やす） 場合や、 ピ

ンポイ ン ト で計測し たい （加算ラ イ ン数を減らす） 場合に設定し ます。

設定範囲 ： 1～200

（最大ラ イ ン数は、 露光時間の設定によ り変わり ます。）

ラ イ ンビームの使用幅について 　 p.8-19

ロ コウジカ ン

（露光時間）

光量が足りず、 露光時間を長 く し て受光量を増やし たいと きに設定し ます。

・ シングルタ スクモー ドの場合

　 設定範囲 ： 0.2ms～20ms

・ マルチ タ スクモー ドの場合

　 設定範囲 ： 0.5ms～20ms

露光時間の設定よ り も内部の計測時間の方が大きい場合には、露光

時間 （=サンプ リ ング周期） が設定値よ り も大き く なる場合があ り

ます。

実際のサンプ リ ング周期は、 [システム]－[ジ ョ ウホウ]－[シュウキ]

で確認し て く だ さい。

マビキ

（間引き数）

計測時間を変更せずに、 計測ラ イ ン幅を広げたい場合に設定し ます。

ONにする と有効ラ イ ン幅が倍に広がり ます。

設定範囲 ： ON、 OFF

設定値 説明

1、 2、 3、 4、 5 CMOSイ メ ージセンサの内部ゲイ ンを調整し ます。 （初期値 ： １ ）

1 （ゲイ ン小） →5 （ゲイ ン大）
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第5章
センシング条件の設定

ヘ ッ ド設置を設定する

センサヘ ッ ド の設置方法を設定し ます。

この設定は、 接続し ているセンサヘ ッ ド のタ イ プによ っ て自動的に設定されます。 ただ

し、 ヘ ッ ド を傾けて設置し て、 初期値と反射角度が変わる場合は、 ヘ ッ ド設置状態に合わ

せて設定を変更し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ヘ ッ ド セ ッ チ]

投光量を設定する

ワークの表面状態などに合わせて、 センサヘ ッ ド の投光量を設定し ます。

ワークの反射率が異なる もの、 た と えば白い色と黒い色が混在するワーク を ［オー ト ］ で計測する と、

応答速度が遅 く なる場合があ り ます。 その場合は、 [オー ト ハン イ]で調整範囲を狭めて く だ さい。 それ

でも応答速度が間に合わない場合は、 ［コ テイ （固定）］ を選択し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[ ト ウコウ リ ョ ウ]

設定値 説明

カ クサン （拡散反射） センサヘ ッ ド を拡散反射状態に設置し ている場合に選択し ます。

セイハンシャ （正反射） センサヘ ッ ド を正反射状態に設置し ている場合に選択し ます。

設定値 説明

オー ト ワークの反射率によ って投光量を自動的に調整し ます。 ただ し、 計測ご

とに応答時間が変わり ます。 （初期値）

オー ト ハン イ ジ ョ ウゲン(上限)

カゲン(下限)

オー ト の調整範囲を設定し ます。

初期値では応答速度が間に合わない場合、 範囲を狭めて く だ さい。

設定範囲 ： 0.1～80%(初期値 ： カゲン0.1%、 ジ ョ ウゲン80%)

レベル 感度 ワークの色

0.1％

・

・

80％

低い

高い

明るい

暗い

コ テイ （固定） 投光量を固定値に設定し ます。

レベルの目安は[オー ト ハン イ]をご覧 く だ さい。

設定範囲 ： 0.1％～80％
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測定対象物を設定する

計測するワークの種類を設定し ます。

マルチ タ スク モー ド の場合、 [ガラスアツ ミ ]は表示されません。

 FUNモー ド-[センシング]-[ソ ク テイブツ]

設定値 説明

ヒ ョ ウジュ ン （標準） 通常はこれを選択し ます。 （初期値）

シ ミ コ ミ （染込み） 基板など光が染込むワークの場合に選択し ます。

カガ ミ (鏡) ワークの表面が鏡面の場合に選択し ます。

ガラス モー ド1 ガラ スを高速計測し たい場合に選択し ます。

(マルチ タ スクモー ド では表示されません。 )

モー ド2 ガラ スをよ り安定し て計測し たい場合に選択し ます。

裏面蒸着されているガラ スなど、 表面①と裏面②で反射率の異なるガラスを

計測する場合に有効です。

(マルチ タ スクモー ド では表示されません。 )

モー ド2を選択する と、 2領域の計測を行い、 近い側の計測値をガラス表面の

結果と し て出力し ます。

モー ド2を選択する と、 ガラ ス表面、 裏面ご とに計測領域を設定し て、 それぞ

れの領域別に最適な受光量の調整が実施されます。

スマー ト モニ タZeroを使用する と受光量を確認し ながら領域を調整できます。
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第5章
センシング条件の設定

測定物にガラス （モー ド 2）、 またはガラ ス厚み （モー ド 2） を設定する と、 次のパラ メ ータは初期化さ

れます。

･ スムーズ

･ 平均

[ ガ ラ ス] または[ ガ ラ スア ツ ミ ] を選択時は、 マルチ タ ス ク OFFの場合で も スマー ト モニ タ Zero には

TASK1/2/3の3つが表示されます。 [ガラ ス]または[ガラスアツ ミ ]の設定はTASK3に行い、 コ ン ト ローラ

へ反映し て く だ さい。 TASK1、 2の設定を変更し ても、 コ ン ト ローラには反映されません。

ガラスアツ ミ

（ガラ ス厚み）

モー ド1 ガラ スの厚みを高速計測し たい場合に選択し ます。

①②間の厚みを計測し ます。

(マルチ タ スクモー ド では表示されません。 )

モー ド2 ガラ ス厚みをよ り安定し て計測し たい場合に選択し ます。

裏面蒸着されているガラ スなど、 表面①と裏面②で反射率の異なるガラスを

計測する場合に有効です。

(マルチ タ スクモー ド では表示されません。 )

モー ド2を選択する と、 ガラ ス表面、 裏面ご とに計測領域を設定し て、 それぞ

れの領域別に最適な受光量の調整が実施されます。

スマー ト モニ タZeroを使用する と受光量を確認し ながら領域を調整できます。

設定値 説明
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相互干渉防止を設定する

レーザの発光タ イ ミ ングをずらすこ と で、2台のセンサヘ ッ ド の相互干渉を防止できます。

相互干渉が発生し て し ま う範囲内にセンサヘ ッ ド を設置し なければならない場合や、透明

なワークの厚みを2台のセンサヘ ッ ド で挟み込んで計測する場合に使用し て く だ さい。

 FUNモー ド-[センシング]-[カ ンシ ョ ウ]

相互干渉防止モー ド を有効にする と、 サンプ リ ング周期が変更されます。

･ 標準モー ド、 高精度モー ド、 高感度モー ドの場合は8倍

･ 高速モー ドの場合は約15倍程度

他の設定によ っても変化し ます。

現在のサンプ リ ング周期に関し ては、 FUNモー ド -[システム]-[ジ ョ ウホウ]-[シュウキ]でご確認 く だ さ

い。

･ 相互干渉防止の機能を使用する と きには、 各コ ン ト ローラに同じ センシングモー ド を設定し て く だ さ

い。 計測モー ド で[コウソ ク （高速） ]や[カス タム]を選択し ている場合は、 同じ条件を設定し て く だ さ

い。 条件が違う と各コ ン ト ローラのサンプ リ ング周期が異な り、 相互干渉を防止できな く な り ます。

･ ガラス （モー ド2） まはたガラス厚み （モー ド2） を設定し ている場合、 相互干渉機能は動作し ません。

設定値 説明

OFF 相互干渉防止機能を使用し ません。 （初期値）

ON タ イ ミ ングA 投光タ イ ミ ングAに設定し ます。

タ イ ミ ングB 投光タ イ ミ ングBに設定し ます。

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

H

LD ON ZERO ENABLE

P

L

センサヘ ッ ド1

タ イ ミ ングA

センサヘ ッ ド2

タ イ ミ ングB
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第5章
フ ィ ルタ機能の設定

フ ィ ルタ機能の設定
センサから得た情報を加工する フ ィ ルタ条件を設定し ます。

スムーズを設定する

複数データの中間値を計測結果と し て出力し ます。

ワークの形状が著し く 変化し た場合に発生する異常値(ヒゲなど)を除去できます。

例 ： ヒゲを除去し たいと き

 FUNモー ド-[フ ィ ルタ]-[スムーズ]

計測モー ド で 「高速」 を設定し た場合は、 [OFF]が設定されます。

設定値 説明

OFF スムーズ機能を使用し ません。

ON サンプ リ ング周期ご と過去15回分の計測値の中央値を計測結果と し ます。 （初期

値）

フ ィ ルタ機能

未設定の波形

変位

時間

変位

スムーズ

平均値

微分

スパイ ク的な変化を除去

し ます。

変化を滑らかにし ます。

変化を抽出し ます。

(変位値はな く なる)
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平均を設定する

計測し たデータ を設定し た回数の平均値で出力し ます。急激な計測値の変化を無視し たい

と きなどに設定し ます。

 FUNモー ド-[フ ィ ルタ]-[ヘイキン]

微分を設定する

非常に短い時間内に発生する計測値の急激な変化を検出し たいと きに設定し ます。

微分機能は、 比較間隔前の計測値と現在値との変化を検出し ます。 この比較間隔の時間

を、 微分サイ クルと定義し ています。

例 ： 微分サイ クル＝10msの場合

 FUNモー ド-[フ ィ ルタ]-[ビブン]

設定値 説明

1,2,4,8,16,32,64,128,256,512,1024,2048,

4096

（高速モー ド選択時、 1～256まで）

平均回数を設定し ます。 （初期値 ： 128）

設定値 説明

OFF 微分機能を使用し ません。 （初期値）

ON 微分するサイ クル(ms)を設定し ます。

　 設定範囲 ： 1～500

現在値

サンプ リ ング

比較間隔 　 10ms

表示値

（微分結果）

サンプ リ ング周期
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第5章
センシング情報の出力処理を設定

センシング情報の出力処理を設定
センシング し た情報から必要な値を出力するための処理方法を設定し ます。

スケーリ ングを設定する

センサヘ ッ ド の設置状態によ り生じ た誤差を補正し て、 メ イ ンデジ タルに表示させたい場

合に使用し ます。

実際に検出物体をセ ッ ト し て設定し ます。

設定方法には、 検出物体をセ ッ ト し て補正値を自動設定する 「1点スケーリ ング」 「2点ス

ケーリ ング」 と、 「補正値を手動で設定する方法」 の3種類があ り ます。

測定物にガラスモー ド を選択し た場合は、 専用スケー リ ング メ ニューが表示されます。

透明体の厚みを計測する 　 p.3-4 　

スケーリ ングを設定する と、 以下の設定内容は工場出荷時の状態に戻り ます。 スケーリ ング設定後に設

定し て く だ さい。

･ ゼロ リ セ ッ ト

■ 1点スケーリ ングの設定方法
ある1カ所で計測を行い、 その計測値に対する変更値を設定し ます。

オフセ ッ ト と増減の反転 （逆方向変化） を設定できます。

例 ： 検出物体の高さ を表示させたい

検出物体

表示値

(mm)

計測値

(mm)計測値

－4.5mm

センサヘ ッ ド

表示させたい値

10mm

測定中心距離
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センシング情報の出力処理を設定

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]-[スケー リ ング]-[ON]-[ジ ド ウ]

1. 検出物体をセ ッ ト し、 変更し たい設定値を入力

し ます。

現在の計測値がメ イ ンデジ タルに、変更値がサブデジ
タルに表示されています。

2. SETキーを押し て確定し ます。

3. 小数点を設定し て、 有効桁を決定し ます。

こ こ で設定する小数点は、設定上有効にし たい小数

点と な り ます。

表示上の小数点位置は、RUNモー ドの表示設定にお

ける 「小数点桁」 の設定に従います。

4. SETキーを押し て確定し ます。

5. 2点目は何も入力せず、 そのままSETキーを押し
ます。

6. [セイヘン カ （正方向変化） ]または[ギャ クヘン
カ （逆方向変化） ]を選択し ます。

正方向変化 ：センサヘ ッ ド と検出物体の距離が増えるにつれて、 センサコ ン ト ローラに表示

される計測値が増加し ます。

逆方向変化 ： センサヘ ッ ド と検出物体の距離が増えるにつれて、 センサコ ン ト ローラに表示

される計測値が減少し ます。
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第5章
センシング情報の出力処理を設定

■ 2点スケーリ ングの設定方法
2カ所で計測を行い、 その計測値に対する変更値を設定し ます。

例 ： 実際の距離と表示値のずれを補正し たい

指定する2点は、 接続し ているセンサヘ ッ ドの定格測定範囲の1%以上、 離し て く だ さい。

例 ： 形ZS-LD80(拡散反射)の場合

測定範囲は 「±15mm」 の 「30mm」 なので、「30mm×0.01=0.3mm」 以上離れた2点で設定し て く だ さい。

表示値

(mm)

計測値

(mm)

センサヘ ッ ド

実際の距離 ： 4.0mm

表示値 ： 3.8mm

検出物体

検出物体

センサヘ ッ ド

実際の距離 ： －3.0mm

表示値 ： －2.8mm
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センシング情報の出力処理を設定

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]-[スケー リ ング]-[ON]-[ジ ド ウ]

1. 1点スケーリ ングの1～4 と同じ手順で、 1点目を

設定し ます。

2. スケー リ ング設定し たい位置 （2点目） に検出物
体をセ ッ ト し、 変更し たい設定値 （2点目） を入
力し ます。

Lキーを押すと、 サブデジ タルが点滅し ます。

3. SETキーを押し て確定し ます。

■ 手動設定方法
スケーリ ングの補正値を、 数値入力し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]-[スケー リ ング]-[ON]-[シュ ド ウ]

設定値 説明

スパン センサ特性の傾き を係数で設定し ます。

設定範囲 ： －2.0000～2.0000

オフセ ッ ト 計測値に対し て一定の値が加算/減算されます。

設定範囲 ： －999.999999～999.999999
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第5章
センシング情報の出力処理を設定

ホールド を設定する

計測値のホールド条件を設定し ます。 ホールド とは、 一定期間内 （サンプ リ ング期間） の

計測値の中から 「最大値」 「最小値」 などの任意の値をホールド （保持） する機能です。

■ タ イプ
計測値のホールド条件を設定し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]- [ホールド]-[タ イプ]

設定値 説明

スルー （な し） ホールド計測を行いません。 常に計測値を出力し ます。 （初期値）

ピーク サンプ リ ング期間内の 「最大値」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ン

終了後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

ボ ト ム サンプ リ ング期間内の 「最小値」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ン

グ終了後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

P-P （ピークtoピーク） サンプ リ ング期間内の 「最大値と最小値の差」 をホールド し ます。 主に、

振動などを検出する と きに選びます。 出力はサンプ リ ング終了後に変化

し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

アベレージ サンプ リ ング期間内の 「計測値の平均」 をホールド し ます。 出力はサン

プ リ ング終了後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド さ

れます。

現在の計測値

最大値

サンプ リ ング期間

出力

現在の計測値 最小値

サンプ リ ング期間

出力

サンプ リ ング期間

現在の計測値

最大値

最小値
出力(最大値-最小値)

サンプ リ ング期間

現在の計測値
出力(平均)
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センシング情報の出力処理を設定

■ ト リ ガ
計測開始～終了タ イ ミ ングをどのよ う に入力するかを設定し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]- [ホールド]-[ ト リ ガ]

サンプル サンプ リ ング期間に入った瞬間の計測値をホールド し ます。 出力はサン

プ リ ング開始時に変化し、 次のサンプ リ ングが開始されるまでホールド

されます。

設定値 説明

ガイブ （外部） タ イ ミ ング入力線を使用し てサンプ リ ング開始の ト リ ガを入力し ます。 タ イ

ミ ング入力線に入る信号がONの間をサンプ リ ング期間と し ます。

（初期値）

デ ィ レ イ時間が設定されている場合、 入力OFFとサンプ リ ング期間終

了は同期し ません。終了タ イ ミ ングは指定し たサンプ リ ング期間経過

後にな り ます。

セルフア ッ プ 設定し たセルフ ト リ ガレベルを計測値が上回っている期間をサンプ リ ング期

間と し ます。 同期入力な し でホールド計測が可能です。

セルフ ア ッ プを選択する と、 引続き次の設定項目が表示されます。

・ TRGレベル( ト リ ガレベル)

セルフ ト リ ガレベルを設定し ます。

設定範囲 ： －999.999999～999.999999

・ TRGヒ ス( ト リ ガ ヒ ス)

セルフ ト リ ガ用のヒ ステ リ シス幅を設定し ます。

設定範囲 ： 0～999.999999

デ ィ レ イ時間が設定されている場合、計測値がセルフ ト リ ガレベルを

下回った タ イ ミ ングとサンプ リ ング期間終了は同期し ません。終了タ

イ ミ ングはサンプ リ ング期間経過後にな り ます。

設定値 説明

サンプ リ ング期間

現在の計測値
出力

サンプ リ ング期間

タ イ ミ ング入力

サンプ リ ング期間 サンプ リ ング期間

セルフ ト リ ガ

レベル
計測値

動作点

ヒ ステ リ シス幅

(セルフ ト リ ガ用)

復帰点
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第5章
センシング情報の出力処理を設定

ヒ ステ リ シス幅は、 ト リ ガレベル付近の計測値のばたつきに応じ て設定し ます。 サンプ リ ング開始

と同時にヒ ステ リ シスがかかり、 タ イ ミ ング入力のチャ タ リ ングを防止できます。

セルフダウン 設定し たセルフ ト リ ガレベルを計測値が下回っている期間をサンプ リ ング期

間と し ます。 同期入力な し でホールド計測が可能です。

セルフダウンを選択する と、 引続き次の設定項目が表示されます。

・ TRGレベル( ト リ ガレベル)

セルフ ト リ ガレベルを設定し ます。

設定範囲 ： －999.99～999.999

・ TRGヒ ス( ト リ ガ ヒ ス)

セルフ ト リ ガ用のヒ ステ リ シス幅を設定し ます。

設定範囲 ： 0～999.999

デ ィ レ イ時間が設定されている場合、計測値がセルフ ト リ ガレベルを

上回った タ イ ミ ングとサンプ リ ング期間終了は同期し ません。終了タ

イ ミ ングはサンプ リ ング期間経過後にな り ます。

設定値 説明

セルフ ト リ ガ

レベル

計測値

サンプ リ ング期間

動作点
復帰点

ヒ ステ リ シス幅

(セルフ ト リ ガ用)
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■ デ ィ レ イ
装置稼働時のバウン ド や機械振動の影響を避けるため、 タ イ ミ ング入力直後の計測値

を無視し たいと きに設定し ます。

「タ イ ミ ング入力→サンプ リ ングを開始するまでの時間 （デ ィ レ イ時間） 」 および 「サ

ンプ リ ング期間」 を設定し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]- [ホールド]-[デ ィ レ イ]

設定値 説明

OFF デ ィ レ イ時間を設定し ません。 （初期値）

ON デ ィ レ イ時間を設定し ます。

ONを選択する と、 引続き次の設定項目が表示されます。

・ T-デ ィ レ イ

デ ィ レ イ時間を設定し ます。

設定範囲 ： 0～9000(ms)

・ T-タ イム

サンプ リ ング期間を設定し ます。

設定範囲 ： 1～9000(ms)

デ ィ レ イ時間＋サンプ リ ング期間がタ イ ミ ング入力間隔よ り短 く な

るよ う に設定し て く だ さい。デ ィ レ イ時間＋サンプ リ ング期間が経過

する前に、再度計測開始タ イ ミ ングが入力された場合は、後から入力

された タ イ ミ ングは無視され、 サンプ リ ングに反映されません。

無視される 受付けられる

デ ィ レ イ時間 サンプ リ ング期間 デ ィ レ イ時間

タ イ ミ ング入力
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第5章
センシング情報の出力処理を設定

ゼロ リ セ ッ ト 機能に関する設定

■ タ イプ
ゼロ リ セ ッ ト の方法を設定し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]- [ゼロ リ セ ッ ト ]-[タ イプ]

■ オフセ ッ ト
ゼロ リ セ ッ ト による基準値をゼロ以外に し たい場合に設定し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]- [ゼロ リ セ ッ ト ]-[オフセ ッ ト ]

■ ステータ ス
ゼロ リ セ ッ ト 機能の有効/無効を設定し ます。

 FUNモー ド-[シュ ツ リ ョ ク]- [ゼロ リ セ ッ ト ]-[ステータ ス]

マルチ タ スクモー ドのと きは、 TASKご とにON/OFFの設定を し ます。

設定値 説明

リ アル ゼロ リ セ ッ ト が実行された時点での計測値をゼロにし ます。 （初期値）

ホールド ゼロ リ セ ッ ト が実行された時点での計測値 （ホールド値） をゼロにし ます。

ホールド計測を行う と きに有効です。

設定値 説明

オフセ ッ ト 基準値を設定し ます。

　 設定範囲 ： －999.99～999.999 （初期値 ： 0）

設定値 説明

ON 外部からゼロ リ セ ッ ト 入力を受付ける と、 ゼロ リ セ ッ ト を実行し ます。

(初期値)

OFF 外部からゼロ リ セ ッ ト 入力を受付けても、 ゼロ リ セ ッ ト を実行し ません。
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■ ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ
「ゼロ リ セ ッ ト し た と きの計測値」 を、 電源を切っ ても保持するかど うかを設定できま

す。

 FUNモー ド-[システム]-[ゼロ リ セ ッ ト ]

次の例のよ う に、計測ご とにゼロ リ セ ッ ト するよ う な使い方をする場合は、ゼロ リ セ ッ

ト メ モ リの設定を[OFF]のままで使用し て く だ さい。

例 ： 対象物の段差を計測し た場合

･ ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ を [ON] にし てお く と、 ゼロ リ セ ッ ト するたびにセンサコ ン ト ローラ内部の

EEPROM （不揮発性メ モ リ） に書込まれます。 このEEPROMの書込み寿命は10万回であ り、 測定ご

との書込みは故障の原因と な り ますので、 [ON]で使用する と きは書込み寿命に気を付けて く だ さ

い。

･ ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ を [OFF] に設定し ていても、 「セーブ」 し た場合は、 一緒にゼロ リ セ ッ ト レベ

ルも保存されます。 この場合は、 再起動後もゼロ リ セ ッ ト は継続されます。

設定値 説明

OFF 電源を切る と、 ゼロ リ セ ッ ト は解除されます。 （初期値）

ON 電源を切ってもゼロ リ セ ッ ト レベルは保存されます。

センサヘ ッ ド

移動

この段差

を計測

ゼロ リ セ ッ ト

実行

ゼロ リ セ ッ ト

実行
ゼロ リ セ ッ ト

実行



5-24

第
 5

 章
機

能
の

設
定

ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

第5章
特徴点計測の設定

特徴点計測の設定
ラ イ ンビームの特性と マルチ タ スク機能を使っ て、受光範囲内で任意の測定ポイ ン ト を計

測できます。 ワークの微小な凹凸や透明体の厚みなどを計測する場合に設定し ます。

特徴点計測の設定は、 マルチ タ スク モー ドのと きのみ有効です。

 FUNモー ド-[ソ ク テイ]-[ソ ク テイチ]

設定値 説明

ナシ 測定点を設定し ません。

ヘイキン （平均） ラ イ ンビームのピーク位置とボ ト ム位置の平均

位置を計測し ます。

ワークからの距離が計測できます。 （初期値）

ピーク ラ イ ンビームのピーク位置を計測し ます。

ラ イ ンビーム内の一番高い位置が計測できます。

ボ ト ム ラ イ ンビームのボ ト ム位置を計測し ます。

ラ イ ンビーム内の一番低い位置が計測できます。

アツ ミ （厚み） ガラスなど透明体の厚みを計測し ます。

ダンサ （段差） ラ イ ンビーム内のピーク とボ ト ム間を計測し ま

す。

ワークの微小な凹みや凸を検知できます。

K+mX+nY （演算） 係数を自由に設定し てXとYの値を演算する場合に選択し ます。 さ らに、 設定し

た特徴点計測をTASKに割付けて、 多点計測や演算処理する こ と もできます。

・ Kの設定範囲 ： －999999～999999

・ mの設定範囲 ： －10.0～10.0

・ nの設定範囲 ： －10.0～10.0

・ Xの設定範囲 ： な し、 TASK1～TASK4

・ Yの設定範囲 ： な し、 TASK1～TASK4
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表示方法の設定
RUNモー ド で計測中にセンサコ ン ト ローラに何を表示させるかを設定し ます。

表示方法の設定は、 RUNモー ド に切替後、 ト ッ プ メ ニューを表示し て行います。

デジ タル部を設定する

RUNモー ド におけるデジ タル部の表示について設定し ます。

■ 小数点以下の桁数
メ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示桁数を設定し ます。

5ケ タ以下に変更し た場合は、 下位の桁から表示が消去されます。

 RUNモー ド -MENUキー -[デジ タル]-[シ ョ ウスウケ タ]

■ ECO表示の設定
メ イ ンデジ タルおよびサブデジ タルの表示の明る さ を設定し ます。

 RUNモー ド -MENUキー -[デジ タル]-[エ コ]

ヘルプを表示する

RUNモー ド でのSETキーやESCキーの役割をヘルプ表示し ます。

 RUNモー ド-MENUキー -[ヘルプ]

設定値 説明

5ケ タ、 4ケ タ、 3ケ タ、 2ケ タ、

1ケ タ、 0ケ タ

小数点以下の表示桁数を設定し ます。

(初期値 ： 接続し ているセンサコ ン ト ローラによ って変わり ます)

設定値 説明

ツウジ ョ ウ （通常） 通常の明る さ で表示し ます。 (初期値)

ECO 消費電流を抑え、 暗 く し て表示し ます。

ヒ ヒ ョ ウジ （非表示） デジ タル部を表示し ません。
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第5章
表示方法の設定

液晶画面を設定する

RUNモー ド における液晶画面の表示について設定し ます。

■ 表示ON/OFFの設定
液晶画面の表示の有無を設定し ます。

 RUNモー ド -MENUキー -[LCD]-[ON/OFF]

■ バッ ク ラ イ ト のON/OFFの設定
液晶画面のバッ ク ラ イ ト の点灯/消灯を設定し ます。

 RUNモー ド -MENUキー -[LCD]-[バッ ク ラ イ ト ]

■ 液晶画面のカス タ マイズ
液晶画面に、 カス タ マイズし た文字を表示し たい場合に設定し ます。

 RUNモー ド -MENUキー -[LCD]-[カス タ マイズ]

設定値 説明

ON 液晶画面を常時表示し ます。 (初期値)

オー ト OFF 非操作状態が1分間続いた場合、 液晶画面を非表示にし ます。

OFF 液晶画面を非表示にし ます。

（RUNモー ド時のみ。 ただ し、 MENUキーを押し た と き表示のカス タ マイズ メ

ニューは表示されます。）

設定値 説明

ON 液晶画面のバッ ク ラ イ ト を常時点灯し ます。 (初期値)

オー ト OFF 非操作状態が1分間続いた場合、 バッ ク ラ イ ト を消灯し ます。

OFF 液晶画面のバッ ク ラ イ ト を消灯し ます。

設定値 説明

ウエONOFF 液晶画面の上段に、 [ウエカス タム]で設定した文字を表示し たい場合、 ONに設定

し ます。 (初期値 ： ウエOFF)

シ タONOFF 液晶画面の下段に、 [シ タ カス タム]で設定した文字を表示し たい場合、 ONに設定

し ます。 (初期値 ： シ タOFF)

ウエカス タム 液晶画面に表示させたい文字を編集し ます。 (最大16桁)

フ ァ ン クシ ョ ンキー 1～4で、 各文字グループの先頭を呼出し ます。

1 ： A～Z、 [、 ￥、 ]、 ＾ 、 _ 、 `

2 ： a～z、 ｛、 | 、｝、 →、 ←、 。 、 「、」、・ 、

ヲ、 ァ、 ィ 、 ゥ、 ェ、 ォ、 ャ、 ュ、 ョ 、 ッ、 －

3 ： ア～ン、 ﾞ 、 ﾟ 、 空白、 ！、 ”、 ＃、 ＄、 ％、 ＆、 ’、 （、）、 ＊、 ＋、 ー、 ． 、 ／

4 ： 0～9、： 、； 、 ＜、 ＝、 ＞、 ？、 ＠

UP/DOWNキーで、 文字を順に切替えます。

L/Rキーで、 桁を移動し ます。

文字を ク リ ア し たい場合は、 空白を選んで く だ さい。

シ タ カス タム
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システム環境の設定
システム環境を設定し ます。

情報を確認する

サンプ リ ング周期、 センサコ ン ト ローラのシステムバージ ョ ンを表示し ます。

 FUNモー ド-[システム]- [ジ ョ ウホウ]

キー操作を設定する

センサコ ン ト ローラのキー入力をすべて無効にし ます。解除するまでキー入力は受付けら

れません。 誤っ て設定を変更し て し ま う こ と を避けたい場合に便利です。

キーロ ッ ク中でも、 キーロ ッ ク メ ニューへの移動や、 MENUキーやESCキーによる階層移

動は可能です。

 FUNモー ド-[システム]- [キーロ ッ ク]

設定値 説明

シュウキ （周期） 現在のサンプ リ ング周期を表示し ます。

バージ ョ ン センサコ ン ト ローラのシステムバージ ョ ンを表示し ます。

設定値 説明

OFF キーロ ッ ク を解除し ます。 (初期値)

ON キーをロ ッ ク し ます。
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第5章
システム環境の設定/バン クの扱い方を変更する

センサロー ド方法を設定する

センサコ ン ト ローラ起動時に接続されているセンサヘ ッ ド から情報を ロー ド するかど う

かを設定し ます。

 FUNモー ド-[システム]- [センサロー ド]

言語を設定する

液晶画面に表示する言語を設定し ます。

 FUNモー ド-[システム]- [ゲンゴ]

バン クの扱い方を変更する
バン ク内容を、 設定内容にするか判定値にするかを選択し ます。

 FUNモー ド-[バン ク]- [モー ド]

設定値 説明

ツ ド ヨ ミ コ ミ （都度読込） センサコ ン ト ローラ起動時に、 毎回センサヘ ッ ド に保存されている各種デー

タ を読出し ます。 (初期値)

ホゾン （保存） センサコ ン ト ローラ起動時に、 前回起動時と同じ センサヘ ッ ドが接続されて

いる場合は、 センサヘ ッ ドから各種データ を読出し ません。

センサコ ン ト ローラ と センサヘ ッ ドの組合わせを固定する場合は、ご

使用になる環境によ っては 「ホゾン （保存）」 を選択し た方がセンサ

コ ン ト ローラの起動が安定する場合があ り ます。

設定値 説明

Japanese （日本語） メ ニューを日本語で表示し ます。 (初期値)

English （英語） メ ニューを英語で表示し ます。

設定値 説明

ヒ ョ ウジュ ン （標準） 「FUNモー ド で設定し た[センシング][測定点][フ ィ ルタ][出力][I/O設定]」、 お

よび 「TEACHモー ド で設定した し きい値」 をバン クデータ と し て扱います。

バン ク数は最大4個です。 （初期値）

ハンテイチ （判定値） 「TEACHモー ド で設定し た し きい値」 をバン クデータ と し て扱います。

バン ク数は最大32個に増えます。
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設定データ を保存する/ク リ アする

設定データ を保存する
バン ク設定内容およびシステム設定の内容をセンサコ ン ト ローラ内部に保存し ます。

･ 現在選択されているバン ク番号に関係な く 、 すべてのバン ク設定内容が保存されます。

･ 設定後、 必ずデータの保存を行って く だ さい。 データ保存を行わずに、 電源を切る と設定がすべて消

去されます。 また、 設定変更後データ保存を行わずに、 モー ド変更を行った場合、 セーブするかど う

か確認メ ッ セージが表示されます。

 FUNモー ド-[システム]- [セーブ]

設定を ク リ アする

すべてを初期化する

バン ク設定内容およびシステム設定の内容をすべて工場出荷状態にし ます。

現在選択されているバン ク番号に関係な く 、すべてのバン ク設定内容およびシステム設定が工場出荷状

態にな り ます。

 FUNモー ド-[システム]- [シ ョ キカ]

バン ク を ク リ アする

現在選択されているバン ク内容が初期化されます。

 FUNモー ド-[バン ク]- [バン ク ク リ ア]

[システム]およびRUNモー ド における表示設定は初期化されません。

設定値 説明

OK 設定データ を保存し ます。

CANCEL 設定データ を保存し ません。

設定値 説明

OK 設定データ を初期化し ます。

CANCEL 設定データ を初期化し ません。
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MEMO
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第6章
概要

概要
センサコ ン ト ローラ本体の入出力コー ド および端子台出力を使って、外部機器へ計測値や

判定結果を出力し た り、 外部機器からゼロ リ セ ッ ト やLD-OFFなどの制御用の信号を入力

し た り できます。 入出力コー ドの各信号線には、 あらかじめ決められた入出力信号が割付

けられています。

入出力コー ド

コ ン ト ローラの入出力コー ドから計測値または判定値を出力、 計測制御信号、 ゼロ リ セ ッ

ト 信号などを入力し ます。

配線について 　 p.2-10

端子台出力

リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト を接続すれば、計測値または判定値をパラ レル出力し

ます。

p.6-3

p.6-7

p.6-17

Z
S-RPD

PA
RA

LLEL O
U

TPU
T U

N
IT

RS-232C

D
A

TA

p.6-9
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リ ニア出力に関する設定

リ ニア出力に関する設定
現在の計測結果を リ ニア出力する と きに必要な設定について説明し ます。

リ ニア出力の割付け

リ ニア出力線への出力を設定し ます。 選択されている タ スク モー ド によ り、 設定値が異な

り ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[リ ニア]-[シュ ツ リ ョ ク]

･シングルタ スク モー ドの場合

･マルチ タ スク モー ドの場合

設定値 説明

ON 計測値を コ ン ト ローラから リ ニア出力し ます。 （初期値）

OFF リ ニア出力を行いません。

設定値 説明

TASK1

TASK2

TASK3

TASK4

こ こ で選択し た タ スクの計測値を コ ン ト ローラから リ ニア出力し ます。

（初期値 ： TASK1）

ナシ リ ニア出力を行いません。
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第6章
リ ニア出力に関する設定

フ ォーカスの設定

リ ニア出力では、 計測結果を4～20mAの電流または－10～+10Ｖ の電圧に変換し て出力す

るため、 表示される計測値と出力値の関係を自由に設定できます。 接続する外部機器に合

わせて設定し て く だ さい。

任意の2点の電流値 （または電圧値） に対する出力値を入力する こ とによ り、 出力範囲を

設定できます。 （初期値 ： OFF）

例 ： 0mmを4mA、 5mmを20mAに設定し ます。 （電流出力の場合）

指定する2点は、 接続し ているセンサヘ ッ ドの定格測定範囲の1%以上または40μm以上離し て く だ さい。

例 ： 形ZS-HLDS5(拡散反射)の場合

測定範囲は 「±5mm」 の 「10mm」 なので、 「10mm×0.01=0.1mm」 以上離れた2点で設定し て く だ さい。

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[リ ニア]-[フ ォーカス]-[ON]

1. ポイ ン ト 1の出力値(電圧または電流値)を設定し

ます。

出力値は、 メ イ ンデジ タルに表示されています。

2. SETキーを押し て確定し ます。

3. ポイ ン ト 1に対応する計測値を設定し ます。

計測値はサブデジ タルに表示されています。

4. SETキーを押し て確定し ます。

出力電流

（mA）

計測値

（mm）

出力電流

（mA）

計測値

（mm）
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5. ポイ ン ト 1 と同じ手順で、 ポイ ン ト 2の設定を行
います。

正し く 設定されなかった場合は、 次の点を確認し て く だ さい。

･ サブデジ タルに設定し た計測値が、 計測範囲内の値になっているか

（スケーリ ングが設定されている場合は、 その内容も反映されます）

･ 1点目と2点目の計測値が、 定格計測範囲の1%以上離れているか

･ 1点目と2点目の電流 （電圧） 値が、 同じ値になっていないか

リ ニア出力値の補正

接続する外部機器などの条件によ っ て、センサコ ン ト ローラで設定されている リ ニア出力

電流値 （または電圧値） と、 実際に観測される電流値 （または電圧値） の間にずれが生じ

る こ とがあ り ます。 リ ニア出力補正機能を使えば、 このずれを補正できます。

任意の2点の電流値 （または電圧値） に対する補正値を入力する こ とによ り、 出力値が補

正されます。 （初期値 ： OFF）

設定範囲 ： －999～999

あらかじめ、 フ ォーカス機能を設定し、 電流出力または電圧出力を選んで く だ さい。 また、 リ ニア出力

線を外部の電流計または電圧計に接続し ておいて く だ さい。

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[リ ニア]-[ホセイ]-[ON]

1. ポイ ン ト 1の出力値を設定し ます。

出力値は、 メ イ ンデジ タルに表示されています。

2. SETキーを押し て確定し ます。
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リ ニア出力に関する設定

3. ポイ ン ト 1に対応する補正値を設定し ます。

計測値はサブデジ タルに表示されています。

電流計( または電圧計)の計測値が メ イ ンデジ タルの
出力値と一致する よ う にサブデジ タルの補正値を変
更し て く だ さい。

4. SETキーを押し て確定し ます。

5. ポイ ン ト 1 と同じ手順で、 ポイ ン ト 2の設定を行
います。

正し く 設定されなかった場合は、1点目と2点目の電

流 （電圧） 値が同じ値になっていないか確認し て く

だ さい。
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判定出力に関する設定
出力コー ド を使って、 判定結果を出力するための設定について説明し ます。

判定出力時の動作設定

判定上下限値のヒ ステ リ シス幅や判定出力タ イ ミ ングを設定し ます。

し きい値の設定 　 p.4-7

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[ハンテイ]

設定値 説明

ヒ ス HIGH/PASS/LOW判定が境界付

近で安定し ないと きに、 判定上

下限値のヒ ステ リ シス値 （動作

点と復帰点の差） を設定し ます。

設定範囲 ： 0～999.999

（初期値 ： センサヘ ッ ドの測定範

囲の0.05%。

例 ： 形ZS-LD80の場合±15mmな

ので、 30mmの0.05%の15μm）

タ イマ 外部機器の動作に合わせて、 判定出力のタ イ ミ ングを設定し ます。

OFF(初期値) 判定結果が確定し た時点で、 判

定を出力し ます。

オフデ ィ レ イ 判定結果が確定し た後、 PASS出

力立下がり を タ イマ時間だけ遅

らせます。

HIGH出力およびLOW出力の立上

がり も タ イマ時間だけ遅れます。

　 設定範囲 ： 1～5000(ms)

計測値
HIGHし きい値

LOWし きい値

出力

動作点
復帰点

ヒ ステ リ シス （ヒ ス幅）

計測値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

計測値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

:タ イマ時間
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判定出力に関する設定

判定出力の割付け(マルチ タ スクの場合)

どのTASKを出力するかを設定し ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[ハンテイ]-[シュ ツ リ ョ ク]

マルチ タ スクモー ド を使用し、 複数タ スクの判定をま とめて出力し たい場合は、 リ アルタ イムパラ レル

出力ユニ ッ ト が必要です。

端子台出力に関する設定 　 p.6-9

オンデ ィ レ イ 判定結果が確定し た後、 PASS出

力立上がり を タ イマ時間だけ遅

らせます。

HIGH出力およびLOW出力の立下

がり も タ イマ時間だけ遅れます。

　 設定範囲 ： 1～5000(ms)

ワンシ ョ ッ ト 判定結果がPASSに変化し た と き

にPASS出力を タ イマ時間分、 出

力し ます。

HIGH出力およびLOW出力は、 出

力されません。

　 設定範囲 ： 1～5000(ms)

設定値 説明

TASK1

TASK2

TASK3

TASK4

選択し た タ スクの結果が、 以下の出力線に出力されます。 （初期値 ： TASK1）

・ HIGH

・ PASS

・ LOW

・ BUSY

設定値 説明

計測値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

:タ イマ時

計測値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

:タ イマ時
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端子台出力に関する設定
リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト （形ZG-RPD□1） を接続し て、 計測値または判定結果

を高速に出力する方法について説明し ます。 計測値は、 最大65536段階の16bitのバイナ リ

データに変換し て出力されます。

マルチ タ スク モー ド の場合は、 複数タ スクの判定結果をま とめて出力できます。

リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト について

■ リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト の接続
リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト 背面のツ メ をDINレールに引っ掛けて、 DINレール

に取付けます。 その後、 本体の接続コネク タ を形ZS-HLDC□1のRS-232Cコネク タに接

続し て使用し ます。

■ 端子台配列

PARALLEL OUTPUT UNIT

RS-232C PWRERR

MADE IN JAPAN

GATE

DATA 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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■ 回路仕様
データ出力 （D0～D15） およびGATE信号の計17出力すべてについて、 以下の回路構成

を採用し ています。

端子台出力の割付け

リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト への出力内容を設定し ます。選択されているモー ド に

よ り設定値が異な り ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[タ ンシダイ]-[シュ ツ リ ョ ク]

･シングルタ スク モー ドの場合

･マルチ タ スク モー ドの場合

設定値 説明

ナシ リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト への出力を行いません。

計測値または判定を出力する場合に比べ、 サンプ リ ング周期が短 く な り ます。

(初期値)

ソ ク テイチ （測定値） 計測値を リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト に出力し ます。

ハンテイ （判定） 判定結果を リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト に出力し ます。

設定値 説明

ナシ リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト への出力を行いません。

計測値または判定を出力する場合に比べ、 サンプ リ ング周期が短 く な り ます。

(初期値)

ソ ク テイチ

（測定値）

TASK1 こ こで選択し た タ スクの計測値を リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト に出力し ま

す。TASK2

TASK3

TASK4

連続 TASK1～4まで連続し て出力し ます。

ハンテイ （判定） 判定結果を リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト に出力し ます。

・ PNP出力タ イプ （形ZG-RPD41）・ NPN出力タ イプ （形ZG-RPD11）
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出力フ ォーマ ッ ト

■ 計測値を出力する場合
計測値を最大65536段階の16bitバイナ リデータに変換し て出力し ます。計測値と16bitバ

イナ リデータの対応表を次に示し ます。

･1タ スクだけを出力する場合
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･複数タ スク を連続し て出力する場合

TASK番号が下位2ビ ッ ト 割当てられます。 そのため、 測定値は2ビ ッ ト 丸められた結

果が出力されます。

■ 判定を出力する場合
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フ ォーカスの設定

任意の2点のバイナ リ出力値に対する計測値を入力する こ とによ り、 出力範囲を設定でき

ます。 （初期値 ： OFF）

例 ： 0mmを0、 5mmを50000に設定し ます。 （形ZS-HLDS5が接続されている場合）

指定する2点は、 接続し ているセンサヘ ッ ドの定格測定範囲の1%以上離し て く だ さい。

例 ： 形ZS-HLDS5の場合

測定範囲は 「±5mm」 の 「 １ 0mm」 なので、 「10mm×0.01=0.1mm」 以上離れた2点で設定し て く だ さい。

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[タ ンシダイ]-[フ ォーカス]-[ON]

1. ポイ ン ト 1のバイナ リ出力値を設定し ます。

出力値は、 メ イ ンデジ タルに表示されています。

2. SETキーを押し て確定し ます。

3. ポイ ン ト 1に対応する計測値を設定し ます。

計測値はサブデジ タルに表示されています。

4. SETキーを押し て確定し ます。

出力値

計測値

（mm）

出力値

計測値

（mm）
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5. ポイ ン ト 1 と同じ手順で、 ポイ ン ト 2の設定を行
います。

正し く 設定されなかった場合は、 次の点を確認し て く だ さい。

･ サブデジ タルに設定し た計測値が、 計測範囲内の値になっているか

（スケーリ ングが設定されている場合は、 その内容も反映されます）

･ 1点目と2点目の計測値が、 定格計測範囲の1%以上離れているか

･ 1点目と2点目のバイナ リ出力値が、 同じ値になっていないか

更新周期の設定

リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト の出力周期を設定し ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[タ ンシダイ]-[シュウキ]

設定値 説明

1～100 更新周期を設定し ます。 （初期値 ： 1）

「サンプ リ ング周期×更新周期の設定値」 ご とに、 計測結果または判定結果を出

力し ます。

サンプ リ ング周期を確認する 　 p.5-27
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測定不能時の処理に関する設定
受光量不足、 リ セ ッ ト 入力状態などで一時的に非測定状態にな っ た場合の、 リ ニア、 判

定、 端子台への出力方法を設定し ます。

例 ： 受光量不足で波形に飛びが発生する場合

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[ヒ ソ ク テイ]

ホールド計測の場合、 [キープ]を設定し ていても、 最初のホールド値が確定する前の出力は[ ク ラ ンプ]

と同様と な り ます。

■ ク ラ ンプ値の設定
測定不能時の処理と し て[ク ラ ンプ]を選んだ場合、 出力する ク ラ ンプ値を設定し ます。

･リ ニア出力の場合

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[リ ニア]-[ク ラ ンプ]

･端子台出力の場合

 FUNモー ド -[I/Oセ ッ テイ]-[タ ンシダイ]-[ク ラ ンプ]

設定値
出力内容

リ ニア出力/端子台出力 判定出力

キープ 非測定状態になる直前の計測値を保持し て出力し ます。

ク ラ ンプ

(初期値)

設定し たク ラ ンプ値 （異常値） を出力し ま

す。

すべてOFFにな り ます。

設定値

電流出力時 ： MIN(約2mA)、 MAX(約25mA、 初期値)、 4～20mA （1mA刻み）

電圧出力時 ： MIN(約－11V)、 MAX(約11V、 初期値)、 －10～10V （1V刻み）

設定値

0～65535 （初期値 ： 65535）
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形ZS-MDCや形ZS-DSUを連結する場合
形ZS-MDCや形ZS-DSUに情報を転送する場合、 転送対象は １ タ スクのみと な り ます。 ど

のタ スクの情報を転送するかを選択し ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[レンケツ]

･シングルタ スク モー ドの場合

･マルチ タ スク モー ドの場合

設定値 説明

ON 連結先に転送し ます。 （初期値）

OFF 転送し ません。

設定値 説明

TASK1

TASK2

TASK3

TASK4

連結先に転送する タ スク を選択し ます。
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入力信号に関する設定
外部入力信号で制御するための設定について説明し ます。

入力信号アク テ ィ ブ方向の設定

外部入力信号のON/OFFどち ら をアク テ ィ ブ状態にするかを入力線ご とに設定し ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[ニュウ リ ョ ク]-[アク テ ィ ブ]

入力信号の割付け変更

外部入力信号IN0～3に割当てる機能を2パターンから選択できます。

･ スマー ト モニ タZeroを使用すれば、[バン ク]を選択し ている場合のIN2およびIN3の機能割付けを変更で

きます。 詳細はスマー ト モニ タZeroのヘルプをご覧 く だ さい。

･ この設定はバン ク ご とに独立し ています。 そのため、 バン クご とに設定する必要があ り ます。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[ニュウ リ ョ ク]-[モー ド]

･バン クの組合わせ

バン ク入力AおよびBの組合わせで、 任意のバン ク を選択できます。

･ 入力状態が変化し てから0.5秒後に、 バン ク切替え動作が開始されます。

･ バン ク切替え時間は最大約30秒です。

･ バン ク切替中はBUSY出力がON状態と な り ます。

･ バン クモー ド を[ハンテイチ （判定値） ]に設定し ている場合は、 バン ク数が32個に増えるため外部信

号入力ではバン ク切替えができません。

設定値 説明

IN0～IN3 OFF 入力信号がOFFになった と きをアク テ ィ ブ と し ます。

ON 入力信号がONになった と き をア ク テ ィ ブ と し ます。 （初期値）

設定値 説明

ヒ ョ ウジュ ン （標準） 従来同様の外部入力機能を使用し たいと きに選択し ます。 （初期値）

IN0 IN1 IN2 IN3

外部 ト リ ガ （タ イ

ミ ング） 入力

リ セ ッ ト 入力 LD-OFF入力 ゼロ リ セ ッ ト 入力

バン ク 外部入力からバン ク切替え し たい場合に選択し ます。

IN0 IN1 IN2 IN3

バン ク入力Ａ バン ク入力B LD-OFF入力 ゼロ リ セ ッ ト 入力

バン ク入力A バン ク入力B 選択されるバン ク

OFF OFF BANK1

OFF ON BANK2

ON OFF BANK3

ON ON BANK4
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タ イ ミ ングチャー ト
外部機器と通信する と きのタ イ ミ ングチャー ト について説明し ます。

タ イ ミ ングチャー ト に具体的な数値を記載し ている部分は、サンプ リ ング周期に依存し な

い時間です。

■ 基本動作

項目 最小 平均 最大 備考

T1 レーザ発光から計測値が確

定するまでの時間

－ － サンプ リ ング

周期×3

連続計測中、 および光

量安定中の場合

T8 判定出力更新周期 サンプ リ ング周期

T11 リ ニア出力応答時間 － － 500μs 計測値の変動の仕方に

よ って変わり ます。
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■ 標準

項目 最小 平均 最大 備考

T2 ト リ ガ入力最小時間 サンプ リ ング

周期×4

－ －

T11 リ ニア出力応答時間 － － 500μs 計測値の変動の仕方に

よ って変わり ます。

T12 ト リ ガ入力後計測開始、

終了タ イ ミ ング時間

サンプ リ ング

周期×3

－ サンプ リ ング

周期×4

T13 判定出力、 BUSY出力応答

時間

サンプ リ ング

周期×4

－ サンプ リ ング

周期×5
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■ サンプルホールド
ト リ ガモー ドが外部 ト リ ガの場合のタ イ ミ ングチャー ト です。

項目 最小 平均 最大 備考

T2 ト リ ガ入力最小時間 サンプ リ ング周期

×4

－ －

T11 リ ニア出力応答時間 － － 500μs 計測値の変動の仕

方によ って変わり

ます。

T12 ト リ ガ入力後計測開始、 終

了タ イ ミ ング時間

サンプ リ ング周期

×3

－ サンプ リ ング周期

×4

T13 判定出力、 BUSY出力 サンプ リ ング周期

×4

－ サンプ リ ング周期

×5
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■ ピーク／ボ ト ム／ピークtoピーク／アベレージホール ド
ト リ ガモー ドが外部 ト リ ガの場合のタ イ ミ ングチャー ト です。

斜線で処理された結果がホールド対象にな り ます。 サンプ リ ング期間については、

[ホールド ]の設定を参照し て く だ さい。

ホールド を設定する 　 p.5-18

項目 最小 平均 最大 備考

T2 ト リ ガ入力最小時間 サンプ リ ング周期

×4

－ －

T11 リ ニア出力応答時間 － － 500μs 計測値の変動の仕方

によ って変わり ます。

T12 ト リ ガ入力後計測開始、 終

了タ イ ミ ング時間

サンプ リ ング周期

×3

－ サンプ リ ング周期

×4

T13 判定出力、 BUSY出力 サンプ リ ング周期

×4

－ サンプ リ ング周期

×5
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■ バン ク切替

■ レーザオフ

項目 最小 平均 最大 備考

T14 バン ク切替入力受付時間 サンプ リ ング

周期×3

－ サンプ リ ング

周期×4

T15 バン ク切替時間 計測条件(＊1)によ って次のよ う に変わり ます。

・ (1)～(3)のパラ メ ータがBANK間で同じ場合 ： 1s以内

・ (1)のパラ メ ータが高速モー ド以外で、 (3)のパラ メ ータがBANK間で同

じ場合 ： 3s以内

・ その他の場合 ： 15s以内

(*1) 計測条件

(1)計測モー ド （標準/高速/高精度/高感度/カス タム）

(2)スケーリ ング

(3)センサ設置 （正反射/拡散反射）

T16 バン ク切替終了後、 有効

データ出力までの時間

サンプ リ ング

周期×平均回

数

－ サンプ リ ング

周期× （15＋

平均回数）

光量調整が 「自動」 の

場合の時間です。

項目 最小 平均 最大 備考

T4 レーザオフ入力受付時間 500ms － －

T5 レーザオフ入力応答時間 － － 500ms

T17 レーザオフ入力解除後、 有

効データ出力までの時間

サンプ リ ング

周期×平均回

数

－ サンプ リ ング

周期× （15＋

平均回数）

光量調整および平均回

数バッ フ ァ分にな り ま

す。
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■ ゼロ リ セ ッ ト

■ FUNモー ド時、 FUN→FUN以外への切替時の動作

FUNモー ド中は、 端子台(形ZG-RPD/形ZS-RPD)には出力し ません。 FUNモー ド以外に切替わった直

後は、 計測値が確定するまでク ラ ンプ値を出力し ます。

項目 最小 平均 最大 備考

T6 ゼロ リ セ ッ ト 入力時間 50ms － 0.8s

T7 ゼロ リ セ ッ ト 入力解除時間 1s+サンプ リ

ング周期×3

－ 1s+サンプ リ

ング周期×4

T22 ゼロ リ セ ッ ト 入力後、 ゼロ

リ セ ッ ト 後データ出力まで

の時間

サンプ リ ング

周期×3

－ サンプ リ ング

周期×4

項目 最小 平均 最大 備考

T11 リ ニア出力応答時間 － － 500μs 計測値の変動の仕

方によ って変わり

ます。

T19 モー ド切替応答時間 － － サンプ リ ング周期

T20 モー ド切替後、 有効データ

確定時間

－ － サンプ リ ング周期

×(15＋平均回数)
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■ 形ZG-RPD接続時の端子台出力

● 判定またはTASK□の計測値を出力時

端子台出力結果は、 GATE信号ON時に取得できます。

項目 最小 平均 最大 備考

T1 レーザ発光から計測値が確

定するまでの時間

－ － サンプ リ ング周期

×3

更新周期は、 [I/O

セ ッ テイ]-[タ ン

シダイ]-[シュウ

キ]で設定できま

す。

T9 端子台出力更新周期 サンプ リ ング周期×更新周期

T10 GATE信号OFF時間 端子台出力周期(T9)の半分。 ただ し端子台出力周期

(T9)が280msを超える場合は、 140ms固定。

連続計測中、 およ

び光量安定中の場

合

T21 GATE信号応答時間 320μs

T23 GATE信号OFF後のデータ

ホールド時間

約48μs

T24 GATE信号ON時間 端子台出力周期(T9)-GATE信号OFF時間(T10)
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● 複数TASKの計測値を連続出力時

項目 最小 平均 最大 備考

T1 レーザ発光から計測値が確

定するまでの時間

－ － サンプ リ ング周期

×3

更新周期は、 [I/O

セ ッ テイ]-[タ ンシ

ダイ]-[シュウキ]で

設定できます。
T9 端子台出力更新周期 サンプ リ ング周期×更新周期

T10 GATE信号OFF時間 端子台出力周期(T9)の半分。 ただ し端子台出力周

期(T9)が280msを超える場合は、 140ms固定。

連続計測中、 およ

び光量安定中の場

合

T18 端子台出力更新周期2 サンプ リ ング周期×更新周期× （実行された

TASK数）

T21 GATE信号応答時間 320μs

T23 GATE信号OFF後のデータ

ホールド時間

約48μs
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タ イ ミ ングチャー ト

■ 形ZS-RPD接続時の端子台出力

● 判定またはTASK□の計測値を出力時

端子台出力結果は、 GATE信号のON時に取得できます。

● 複数TASKの計測値を連続出力時

項目 最小 平均 最大 備考

T1 レーザ発光から計測値が確

定するまでの時間

－ － サンプ リ ング周期

×3

更新周期は、 [I/O

セ ッ テイ]-[タ ン

シダイ]-[シュウ

キ]で設定できま

す。

T9 端子台出力更新周期 サンプ リ ング周期×更新周期

T10 GATE信号OFF時間 68μs 連続計測中、 およ

び光量安定中の場

合

T21 GATE信号応答時間 320μs

項目 最小 平均 最大 備考

T1 レーザ発光から計測値が確

定するまでの時間

－ － サンプ リ ング周期

×3

更新周期は、 [I/O

セ ッ テイ]-[タ ンシ

ダイ]-[シュウキ]で

設定できます。
T9 端子台出力更新周期 サンプ リ ング周期×更新周期

T10 GATE信号OFF時間 68μs 連続計測中、 およ

び光量安定中の場

合

T18 端子台出力更新周期2 サンプ リ ング周期×更新周期× （実行された

TASK数）

T21 GATE信号応答時間 320μs
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第7章
概要

概要
センサコ ン ト ローラ本体のUSBポー ト またはRS-232Cコネク タ を使っ て、 パソ コ ンやプロ

グラマブルコ ン ト ローラなどの外部機器とデジ タル通信できます。 リ ニア出力に比べ、 高

分解能で安定性の高い計測データ を取得する こ とが可能です。

USBおよびRS-232Cを使った外部機器との通信は、 RUNまたはTEACHモー ドのと きに機能

し ます。 FUNモー ド の場合は通信できません。 また、 システムエ ラー時は外部からのコ マ

ン ドは受付けますが、 設定コ マン ドは実行されません。

センサコ ン ト ローラ を起動中は、 シ リ アル通信を行わないで く だ さい。 出力信号のENABLE信号がONに

なってからシ リ アル通信を開始し て く だ さい。 センサコ ン ト ローラ起動中にシ リ アル通信を行う と、 予

期せぬ動作をする こ とがあ り ます。 

USB

パソ コ ン と接続し、 スマー ト モニ タZeroを使ってパソ コ ンから設定を変更し た り、 パソ コ

ン上で計測状態をモニ タ リ ングできます。

また、 無手順またはCompoWay/Fによる コ マン ド通信も可能です。

プロ ト コルは自動選択され、 入力されたコ マン ド フ ォーマ ッ ト に し たがっ て動作し ます。

無手順、 CompoWay/Fのコマン ド フ ォーマ ッ ト については、 別冊の 「通信コ マン ド リ フ ァ

レンス」 をご覧 く だ さい。

USB接続に関する設定 　 p.7-4



7-3
ZS-HL

ユーザーズマニュアル

第
 7

 章
U

S
B

/
R

S
-
2
3
2
C

通
信

第7章
概要

RS-232C

プログラマブルコ ン ト ローラやプログラマブルター ミ ナル、 パソ コ ン と接続できます。

無手順またはCompoWay/Fによる コ マン ド通信が可能です。

プロ ト コルは自動選択され、 入力されたコ マン ド フ ォーマ ッ ト に し たがっ て動作し ます。

無手順、 CompoWay/Fのコマン ド フ ォーマ ッ ト について、 別冊の 「通信コ マン ド リ フ ァ レ

ンス」 をご覧 く だ さい。

RS-232C接続に関する設定 　 p.7-5

USBポー ト とRS-232Cコネク タの2系統は、 併用し て通信させる こ とができます。 た と えば、 「データ確

認 ・ 解析」 と 「データ収集 ・ 制御、 段取替え」 を同時に実行する こ とができます。

ただ し、 2系統の併用通信には、 以下の制約があ り ます。

･ 先に入力されたコマン ドが有効と な り、 後から入力されたコ マン ドは前の処理が済んでから実行され

ます。

･ RS-232C、 USB からの同時入力が許可される コ マン ド には制限があ り ます。 詳細は、 別冊の 「通信コ

マン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さい。
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第7章
USBケーブルで接続

USBケーブルで接続

接続方法

1. パソ コ ンにUSBド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

初めてUSB接続する場合のみイ ンス ト ールが必要です。

2. コ ン ト ローラの USB コネク タに片方の USB
ケーブルを差込みます。

3. 外部機器の USB コネク タにも う片方の USB
ケーブルを差込みます。

USB ケーブルは、 セ ンサ コ ン ト ロー ラ形ZS-

HLDC□1Aの付属品です。 ケーブルの両端には

フ ェ ラ イ ト コアを取付けて く だ さい。

通信仕様の設定

外部機器の通信仕様に合わせて、 コ ン ト ローラの通信仕様を設定し ます。

 FUNモー ド-[システム]-[ツウシン]

設定値 設定範囲

RS-232C データ チ ョ ウ （データ長） 設定は無視されます。

パリ テ ィ

ス ト ッ プ （ス ト ッ プビ ッ ト ）

ボーレー ト

デリ ミ タ CR、 LF、 CR+LF （初期値 ： CR）

ノ ー ド （ ノ ー ドNo.） 設定は無視されます。
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RS-232Cケーブルで接続

RS-232Cケーブルで接続

接続方法

1. コ ン ト ローラの RS-232C コネク タに片方の

RS-232Cケーブルを差込みます。

2. 外部機器の RS-232C コネク タにも う 片方の
RS-232Cケーブルを差込みます。

■ プログラマブルコ ン ト ローラ/

プログラマブルター ミ ナル接続用RS-232Cケーブル
･形ZS-XPT2(コー ド長2m)
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第7章
RS-232Cケーブルで接続

■ パソ コ ン接続用RS-232Cケーブル
･形ZS-XRS2(コー ド 長2m)

通信仕様の設定

外部機器の通信仕様に合わせて、 コ ン ト ローラの通信仕様を設定し ます。

プロ ト コルは自動設定されるので、 プロ ト コルの設定は不要です。

 FUNモー ド-[システム]-[ツウシン]

通信コマン ドの詳細については、 別冊の 「通信コマン ド リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さい。

通信コマン ド リ フ ァ レンスについては、 当社営業担当者までお問い合わせ く だ さい。

設定値 設定範囲

RS-232C データ チ ョ ウ

（データ長）

8ビ ッ ト 、 7ビ ッ ト （初期値 ： 8ビ ッ ト ）

パリ テ ィ な し、 奇数、 偶数 （初期値 ： な し）

ス ト ッ プ

(ス ト ッ プビ ッ ト )

1ビ ッ ト 、 2ビ ッ ト （初期値 ： 1ビ ッ ト ）

ボーレー ト 9600、 19200、 38400、 57600、 115200 （初期値 ： 38400）

デリ ミ タ CR、 LF、 CR+LF （初期値 ： CR）

ノ ー ド （ ノ ー ドNo.） 0～16

ノ ー ド No. とは、 上位機器 （プログラ マブルコ ン ト ローラ） から見た連

結群番号を示し ます。プログラマブルコ ン ト ローラにはZSシ リーズだけ

でな く 複数の機器もつながり ます。 このよ う なプ ログラ マブルコ ン ト

ローラに連結された機器に割当てる番号を ノ ー ドNo.といいます。

10 1
嵌合部
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高速デジ タル出力の設定
CompoWay/F または無手順の通信コ マン ド のう ち FlowDATA コ マン ド を使っ て高速にデー

タ を一括取得し たい場合は、 この設定をONに し て く だ さい。

ただ し、 サンプ リ ング周期が短い計測モー ド([高速]または[カス タム])の場合、 このデジ タ

ル出力の設定によ っ て、 サンプ リ ング周期が変化し ます。

･ スマー ト モニ タ Zero のグラ フ表示およびロギング機能を使用する場合は、 自動的に ON に設定されま

す。 この時、 た と えば高速モー ドが設定されている場合は、 サンプ リ ング周期が約1.5倍にな り ます。

･ 計測モー ド に[高速]および[カス タム]以外のモー ド を選んでいる場合は、このデジ タル出力の設定によ

るサンプ リ ング周期の変化はあ り ません。

 FUNモー ド-[I/Oセ ッ テイ]-[デジ タル]

マルチ タ スクモー ドのと きは、 TASKご とにON/OFFの設定を し ます。

設定値 説明

ON

（初期値）

通信コマン ドのう ち、 高速にデータ を一括取得する コマン ド(FlowDATAコ マン ド)

が有効と な り ます。

通信コマン ド を使って、 高速にデータ を一括取得し たい場合は、 ONに設定し て

く だ さい。

ただ し、 サンプ リ ング周期が短いモー ド([高速]または[カス タム])の場合、 ONに

設定する とサンプ リ ング周期が約1.5倍にな り ます。

OFF 通信コマン ドのう ち、 高速にデータ を一括取得する コマン ド(FlowDATAコ マン ド)

が無効と な り ます。

計測モー ド に[高速]を選ぶと、 自動的にこの設定はOFFにな り、 サンプ リ ング周

期は最速と な り ます。
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タ イ ミ ングチャー ト

■ RS-232C

コ マン ド 処理時間T20は、 コ マン ド によ っ て変わり ます。 代表的な無手順コ マン ド につ

いて、 次に示し ます。

■ USB

コ マン ド 処理時間T20は、 コ マン ド によ っ て変わり ます。 代表的な無手順コ マン ド につ

いて、 次に示し ます。

項目 平均 備考

T19 コ マン ド

送信時間

Compoway/F通信 280÷通信ボーレー ト パソ コ ン側の通信処理の仕

様によ って変動し ます。

通信ボーレー ト は[システ

ム]-[ツウシン]-[ボーレー

ト ]で設定できます。

Compoway/F通信は、 パラ

メ ータ エ リ ア読出し、 書込

みコ マン ドの場合です。

無手順通信 （コ マン ド文字数＋1） ×10÷

通信ボーレー ト

T20 レスンポンス

送信時間

Compoway/F通信 330÷通信ボーレー ト

無手順通信 （レスポンス文字数＋1） ×10÷

通信ボーレー ト

コマン ド 処理時間

計測系 MEASURE 10ms以内

DATAGET 10ms以内

設定系 DATASET 約500ms

※設定内容によ って変わり ます。

項目 平均 備考

T19 コ マン ド

送信時間

Compoway/F通信 － パソ コ ン側の通信処理の仕

様によ って変動し ます。

通信ボーレー ト はパソ コ ン

の負荷状況にも よ り ます

が、 平均7Mbpsの実力値が

あ り ます。

無手順通信 （コ マン ド文字数＋1） ×10÷

通信ボーレー ト

T21 レスンポンス

送信時間

Compoway/F通信 －

無手順通信 （レスポンス文字数＋1） ×10÷

通信ボーレー ト

コマン ド 処理時間

計測系 MEASURE 1ms以内 （高速モー ド以外）

3ms以内 （高速モー ド）

DATAGET 5ms以内

設定系 DATASET 約500ms

※設定内容によ って変わり ます。
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センサヘ ッ ド

センサヘ ッ ド

仕様

● 形ZS-HLDS2V/HLDS5/HLDS10/HLDS60/HLDS150

項目
形ZS-HLDS2V

（*6）
形ZS-HLDS5 形ZS-HLDS10 形ZS-HLDS60 形ZS-HLDS150

光学方式 正反射 拡散反射 正反射 拡散反射 正反射 拡散反射 拡散反射

測定中心距離 25mm 50mm 44mm 100mm 94mm 600mm 1500mm

測定範囲 ±2mm ±5mm ±4mm ±20mm ±16mm ±350mm ±500mm

光源 可視半導体レーザ

（波長650nm、 1mW 以下、 ク ラス2 （JIS C 6802 2005/JIS C 6802 2014）

ビーム形状 ラ イ ンビーム

ビーム径 （*1） 45μm×2.2mm 30μm×1.0mm 60μm×3.5mm 0.3mm×16mm

(500mmにて)

1.5mm×40mm

(1500mmにて)

リ ニア リ テ ィ

（*2）

±0.2%F.S. ±0.1%F.S. ±0.07%F.S.

(250mm～750mm)

±0.1%F.S.

(750mm～950mm)

±0.2%F.S.

分解能 （*3） 0.6μm(平均128) 0.1μm(平均512) 1μm(平均64) 8μm

(平均64)

(250mmにて)

40μm

(平均64)

(600mmにて)

500μm

(平均64)

温度特性 （*4） ±0.1%F.S./℃ ±0.01%F.S./℃

サンプ リ ング

周期

110μs （高速モー ド）、 500μs （標準モー ド）、 2.2ms （高精度モー ド）、

4.4ms （高感度モー ド）

LED

表示

灯

NEAR灯 計測中心付近、 および計測範囲内の計測中心距離よ り近側で点灯。

計測範囲外、 または受光量過不足の場合フ ラ ッ シング。

FAR灯 計測中心付近、 および計測範囲内の計測中心距離よ り遠側で点灯。

計測範囲外、 または受光量過不足の場合フ ラ ッ シング。

使用周囲照度 受光面照度3000lx以下 ： 白熱ラ ンプ 受光面照度1000lx

以下 ： 白熱ランプ

受光面照度500lx以

下 ： 白熱ランプ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃ （ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

保護構造 IP67

(IEC60529)

コー ド長0.5mの場合 ：

IP66(IEC60529)

コー ド長2mの場合 ： IP67(IEC60529)

IP66(IEC60529) （*5）

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm） 　 X,Y,Z方向80min

衝撃(耐久) 150m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）
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センサヘ ッ ド

F.S. ： 測定範囲

（*1） 測定中心距離の値 （実力値） で、 中心光強度の 1/e2 （13.5%） で定義し ています。 定義域外にも漏れ光が

あ り、 ワーク周囲の光反射率がワークに比べて高い状況では、 影響が出る場合があ り ます。

（*2） 測定値における理想直線に対する誤差。 ワークによ っ て直線が変わる こ とがあ り ます。 ワークは以下の

とお り です。

（*3） 高精度モー ド、 表内の平均回数に設定し た場合の測定中心距離における変位出力の 「ピークtoピーク」 の

変位換算値 （形ZS-HLDS60の場合は、 250mmでの最高分解能も併記）。 ワークは以下のとおり です。

（*4） センサ部とワークの間をアル ミ の治具で固定し た場合の測定中心距離における温度特性の代表例。

（*5） IP67品については、 別途お問い合わせ く だ さい。

（*6） 形ZS-HLDS2Vはセンサヘ ッ ド長距離延長 （形ZS-XC□□CR、 形ZS-XC02D、 形ZS-XEQに接続） はできま

せん。

材質 ケース ： アル ミ ダイキャス ト 、 前面カバー ： ガラス

コー ド長 2m 0.5m、 2m

質量 約600g 約800g

付属品 レーザ関連ラベ

ル （JIS ・ EN各1

枚）、 フ ェ ラ イ ト

コア （2個）、 イ

ンシュ ロ ッ ク （2

個）、 取扱説明書

レーザ関連ラベル （JIS ・ EN 各1枚、

FDA3枚）、 フ ェ ラ イ ト コ ア （4個）、

イ ンシュ ロ ッ ク （2個）、 取扱説明書

レーザ関連ラベル （警告ラベル6枚、

FDA1枚）、 フ ェ ラ イ ト コ ア （4個）、

イ ンシュ ロ ッ ク （2個）、 取扱説明書

形式 拡散反射 正反射

形ZS-HLDS2V － ガラ ス

形ZS-HLDS5 白アル ミ ナセラ ミ ッ ク ガラ ス

形ZS-HLDS10 白アル ミ ナセラ ミ ッ ク

形ZS-HLDS60/HLDS150 白アル ミ ナセラ ミ ッ ク －

形式 拡散反射 正反射

形ZS-HLDS2V － ガラ ス

形ZS-HLDS5 白アル ミ ナセラ ミ ッ ク ガラ ス

形ZS-HLDS10 白アル ミ ナセラ ミ ッ ク

形ZS-HLDS60/HLDS150 白アル ミ ナセラ ミ ッ ク －

項目
形ZS-HLDS2V

（*6）
形ZS-HLDS5 形ZS-HLDS10 形ZS-HLDS60 形ZS-HLDS150
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第8章
センサヘ ッ ド

● 形ZS-LD10G/LD15G/LD20/LD20S/LD40

F.S. ： 測定範囲

（*1） 測定中心距離の値 （実力値） で、 中心光強度の 1/e2 （13.5%） で定義し ています。 定義域外にも漏れ光が

あ り、 ワーク周囲の光反射率がワークに比べて高い状況では、 影響が出る場合があ り ます。

（*2） 測定値における理想直線に対する誤差。 ワークは、 白色アル ミ ナセ ラ ミ ッ ク （ただ し、 正反射モー ド の

場合はガラス）。 ワークによ って直線性が変わる こ とがあ り ます。

（*3） 平均回数128回、 高精度モー ド に設定し た場合の測定中心距離における変位出力の 「ピークtoピーク」 の

変位換算値。 ワークは、 拡散反射モー ド については白アル ミ ナセ ラ ミ ッ ク、 正反射モー ド についてはガ

ラス。 （ ） 内は平均回数4096回に設定し、 USBまたはRS-232Cからデータ を取込んだ場合の代表例。

（*4） センサヘ ッ ド とワークの間をアル ミ の治具で固定し た場合の測定中心距離における温度特性の代表例。

項目
形ZS-

LD10G

形ZS-

LD15G
形ZS-LD20 形ZS-LD20S 形ZS-LD40

光学方式 正反射 正反射 正反射 拡散反射 正反射 拡散反射 正反射 拡散反射

測定中心距離 10mm 15mm 20mm 6.3mm 20mm 6.3mm 40mm 30mm

測定範囲 ±0.5mm ±0.75mm ±1mm ±2.5mm ±2mm

光源 可視半導体レーザ （波長650nm、 1mW以下、 ク ラス2 （JIS C 6802 2005））

ビーム形状 ラ イ ンビーム スポ ッ ト ビーム ラ イ ンビーム

ビーム径 （*1） 25×900μm 25×900μm φ25μm 35×2000μm

リ ニア リ テ ィ （*2） ±0.1%F.S.

分解能 （*3） 0.1μm

(0.001μm)

0.15μm

(0.001μm)

0.1μm （0.008μm） 0.1μm （0.001μm） 0.4μm （0.015μm）

温度特性 （*4） 0.04%F.S./℃ 0.02%F.S./℃

サンプ リ ング周期 110μs （高速モー ド）、 500μs （標準モー ド）、 2.2ms （高精度モー ド）、

4.4ms （高感度モー ド）

LED

表示灯

NEAR灯 測定中心距離付近、 および測定範囲内の測定中心距離よ り近側で点灯

測定範囲外、 または受光量過不足の場合、 フ ラ ッ シング

FAR灯 測定中心距離付近、 および測定範囲内の測定中心距離よ り遠側で点灯

測定範囲外、 または受光量過不足の場合、 フ ラ ッ シング

使用周囲照度 受光面照度3000lx以下 ： 白熱ラ ンプ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃ （ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

保護構造 IP40(IEC60529) コー ド長0.5mの場合 ： IP66、 コー ド長2mの場合 ： IP67 　

(IEC60529)

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm） 　 X,Y,Z方向80min

衝撃(耐久) 150m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケース ： アル ミ ダイキャス ト 、 前面カバー ： ガラス

コー ド長 0.5m、 2m

質量 約350g

付属品 レーザ関連ラベル

（JIS ・ EN 各1枚）、

フ ェ ラ イ ト コア （2

個）、 イ ンシュ ロ ッ

ク （2個）、 取扱説

明書

レーザ関連ラベル （JIS ・ EN 各1枚、 FDA3枚）、 フ ェ ラ イ ト コ

ア （2個）、 イ ンシュ ロ ッ ク （2個）、 取扱説明書
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センサヘ ッ ド

● 形ZS-LD50/LD50S/LD80/LD130

F.S. ： 測定範囲

（*1） 測定中心距離の値 （実力値） で、 中心光強度の 1/e2 （13.5%） で定義し ています。 定義域外にも漏れ光が

あ り、 ワーク周囲の光反射率がワークに比べて高い状況では、 影響が出る場合があ り ます。

（*2） 測定値における理想直線に対する誤差。 ワークは、 白色アル ミ ナセラ ミ ッ ク （ただ し、 形ZS-LD50/LD50S

の正反射モー ドの場合はガラス）。 ワークによ って直線性が変わる こ とがあ り ます。

（*3） 平均回数128回、 高精度モー ド に設定し た場合の測定中心距離における変位出力の 「ピークtoピーク」 の

変位換算値。 ワークは、 白色アル ミ ナセラ ミ ッ ク （ただ し、 形ZS-LD50/LD50Sの正反射モー ドの場合は

ガラス）。

（*4） センサヘ ッ ド とワークの間をアル ミ の治具で固定し た場合の測定中心距離における温度特性の代表例。

項目 形ZS-LD50 形ZS-LD50S 形ZS-LD80 形ZS-LD130

光学方式 拡散反射 正反射 拡散反射 正反射 拡散反射 正反射 拡散反射 正反射

測定中心距離 50mm 47mm 50mm 47mm 80mm 78mm 130mm

測定範囲 ±5mm ±4mm ±5mm ±4mm ±15mm ±14mm ±15mm ±12mm

光源 可視半導体レーザ （波長650nm、 1mW以下、 ク ラス2 （JIS C 6802 2005））

ビーム形状 ラ イ ンビーム スポ ッ ト ビーム ラ イ ンビーム

ビーム径 （*1） 60×900μm φ50μm 60×900μm 600×70μm

リ ニア リ テ ィ （*2） ±0.1%F.S. ±0.25%F.

S.

分解能 （*3） 0.8μm 2μm 3μm

温度特性 （*4） 0.02%F.S./℃ 0.01%F.S./℃ 0.02%F.S./℃

サンプ リ ング周期 110μs （高速モー ド）、 500μs （標準モー ド）、 2.2ms （高精度モー ド）、

4.4ms （高感度モー ド）

LED

表示灯

NEAR灯 測定中心距離付近、 および測定範囲内の測定中心距離よ り近側で点灯

測定範囲外、 または受光量過不足の場合、 フ ラ ッ シング

FAR灯 測定中心距離付近、 および測定範囲内の測定中心距離よ り遠側で点灯

測定範囲外、 または受光量過不足の場合、 フ ラ ッ シング

使用周囲照度 受光面照度3000lx以下 ： 白熱ラ ンプ 受光面照度2000lx以

下 ： 白熱ラ ンプ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃ （ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

保護構造 コー ド長0.5mの場合 ： IP66、 コー ド長2mの場合 ： IP67 　 (IEC60529)

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm） 　 X,Y,Z方向80min

衝撃(耐久) 150m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケース ： アル ミ ダイキャス ト 、 前面カバー ： ガラス

コー ド長 0.5m、 2m

質量 約350g

付属品 レーザ関連ラベル （JIS ・ EN 各1枚、 FDA3枚）、 フ ェ ラ イ ト コア （2個）、 イ ンシュ

ロ ッ ク （2個）、 取扱説明書
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● 形ZS-LD200/LD350S

F.S. ： 測定範囲

（*1） 測定中心距離の値 （実力値） で、 中心光強度の 1/e2 （13.5%） で定義し ています。 定義域外にも漏れ光が

あ り、 ワーク周囲の光反射率がワークに比べて高い状況では、 影響が出る場合があ り ます。

（*2） 測定値における理想直線に対する誤差。 ワークは、 白色アル ミ ナセ ラ ミ ッ ク。 ワークによ っ て直線性が

変わる こ とがあ り ます。

（*3） 平均回数128回、 高精度モー ド に設定し た場合の測定中心距離における変位出力の 「ピークtoピーク」 の

変位換算値。 ワークは、 白色アル ミ ナセラ ミ ッ ク。

（*4） センサヘ ッ ド とワークの間をアル ミ の治具で固定し た場合の測定中心距離における温度特性の代表例。

項目 形ZS-LD200 形ZS-LD350S

光学方式 拡散反射 正反射 拡散反射

測定中心距離 200mm 200mm 350mm

測定範囲 ±50mm ±48mm ±135mm

光源 可視半導体レーザ （波長650nm、 1mW以下、 ク ラス2 （JIS C 6802 2005））

ビーム形状 ラ イ ンビーム スポッ ト ビーム

ビーム径 （*1） 100×900μm φ240μm

リ ニア リ テ ィ （*2） ±0.1%F.S. ±0.25%F.S. ±0.1%F.S.

分解能 （*3） 5μm 20μm

温度特性 （*4） 0.02%F.S./℃ 0.04%F.S./℃

サンプ リ ング周期 110μs （高速モー ド）、 500μs （標準モー ド）、 2.2ms （高精度モー ド）、

4.4ms （高感度モー ド）

LED

表示灯

NEAR灯 測定中心距離付近、 および測定範囲内の測定中心距離よ り近側で点灯

測定範囲外、 または受光量過不足の場合、 フ ラ ッ シング

FAR灯 測定中心距離付近、 および測定範囲内の測定中心距離よ り遠側で点灯

測定範囲外、 または受光量過不足の場合、 フ ラ ッ シング

使用周囲照度 受光面照度3000lx以下 ： 白熱ラ ンプ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃ （ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

保護構造 コー ド長0.5mの場合 ： IP66、 コー ド長2mの場合 ： IP67 　 (IEC60529)

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm） 　 X,Y,Z方向80min

衝撃(耐久) 150m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケース ： アル ミ ダイキャス ト 、 前面カバー ： ガラス

コー ド長 0.5m、 2m

質量 約350g

付属品 レーザ関連ラベル （JIS ・ EN 各1枚、 FDA3枚）、 フ ェ ラ イ ト コア （2個）、 イ ンシュ

ロ ッ ク （2個）、 取扱説明書
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外形寸法

● 形ZS-HLDS2V

● 形ZS-HLDS5/HLDS10

(単位 ： mm)

(単位 ： mm)
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･正反射で使用する場合 （形ZS-HLDS5）

･正反射で使用する場合 （形ZS-HLDS10）

(単位 ： mm)

(単位 ： mm)
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センサヘ ッ ド

● 形ZS-HLDS60/HLDS150

● 形ZS-LD10G

(単位 ： mm)
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● 形ZS-LD15G
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● 形ZS-LD20/LD20S/LD40

･拡散反射で使用する場合 （形ZS-LD20/LD20S）

･拡散反射で使用する場合 （形ZS-LD40）

(単位 ： mm)
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● 形ZS-LD50/LD50S/LD80/LD130/LD200/LD350S

･正反射で使用する場合 （形ZS-LD50/LD50S）

･正反射で使用する場合 （形ZS-LD80）

2-
M

4

(単位 ： mm)
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･正反射で使用する場合 （形ZS-LD130）

･正反射で使用する場合 （形ZS-LD200）



8-14

第
 8

 章
仕

様
・

外
形

寸
法

図

ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

第8章
センサヘ ッ ド

相互干渉の調整

2台以上のセンサヘ ッ ド を隣接し て使用する場合、 他のセンサスポ ッ ト が次の斜線外であ

れば干渉はおこ り ません。

・ 形ZS-HLDS5・ 形ZS-HLDS2V

・ 形ZS-HLDS10
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・ 形ZS-HLDS150・ 形ZS-HLDS60

・ 形ZS-LD20/LD20S ・ 形ZS-LD40
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・ 形ZS-LD50/LD50S ・ 形ZS-LD80

・ 形ZS-LD130 ・ 形ZS-LD200
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・ 形ZS-LD350S
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スポ ッ ト 径

･形ZS-HLDSシ リーズ

･形ZS-LDシ リーズ(ラ イ ンビームタ イプ)

･形ZS-LDシ リーズ(スポ ッ ト ビームタ イプ)

ビーム径×ビーム幅 （μm）

HLDS2V HLDS5 HLDS10 HLDS60 HLDS150

Near 75×2200 260×1000 500×3500 960×13000 1700×33000

測定中心 45×2200 30×1000 60×3500 300×21000 1500×40000

Far 75×2200 260×1000 500×3500 1600×32000 5000×60000

ビーム径×ビーム幅 （μm）

LD10G LD15G LD20 LD40 LD50 LD80 LD200 LD130

Near 65×900 50×900 60×900 90×2000 90×900 300×900 430×900 220×620

測定中心 25×900 25×900 25×900 35×2000 60×900 60×900 100×900 70×600

Far 65×900 50×900 60×900 100×2000 230×900 330×900 430×900 200×570

LD20S LD50S LD350S

Near φ50μm φ110μm φ370μm

測定中心 φ25μm φ50μm φ240μm

Far φ40μm φ110μm φ490μm
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センサヘ ッ ド

ラ イ ンビームの使用幅について

計測モー ド によ って実際の測定に使用するビーム幅が違います。

カス タム メ ニューを使う と、 ラ イ ンビーム全領域でセンシングする設定が可能です。

･形ZS-HLDSシ リーズ

･形ZS-LDシ リーズ

* 形ZS-LD130/LD200/LD350Sは20ラ イ ン

ビーム幅

HLDS2V HLDS5 HLDS10 HLDS60 HLDS150

全ビーム幅（測定中心） 2200μm 1000μm 3500μm 21000μm 40000μm

実使用

ビーム幅

高速モー ド（2ラ イ ン） 30μm 25μm 70μm 525μm 1143μm

標準モー ド（9ラ イ ン） 135μm 113μm 315μm 2363μm 5144μm

高精度／高感度モー ド

（40ラ イ ン）

600μm 500μm 1400μm 10500μm 22860μm

全ビーム幅

を使用した

い場合

カス タムメ ニューで設

定すべき ラ イ ン数

150ライン 80ライン 100ライン 80ライン 70ライン

露光時間 8.4ms 4.48ms 5.6ms 4.48ms 3.92ms

ビーム幅

LD10G LD15G LD20 LD40 LD50

全ビーム幅（測定中心） 900μm 900μm 900μm 2000μm 900μm

実使用

ビーム幅

高速モー ド（2ラ イ ン） 10μm 12μm 12μm 20μm 26μm

標準モー ド（9ラ イ ン） 45μm 55μm 55μm 90μm 120μm

高精度／高感度モー ド

（40ラ イ ン）

200μm 240μm 240μm 400μm 520μm

全ビーム幅

を使用した

い場合

カス タムメ ニューで設

定すべき ラ イ ン数

200ラ イ ン 150ラ イ ン 150ラ イ ン 200ラ イ ン 70ラ イ ン

露光時間 11.2ms 8.4ms 8.4ms 11.2ms 3.9ms

ビーム幅

LD80 LD130 LD200

全ビーム幅（測定中心） 900μm 600μm 900μm

実使用

ビーム幅

高速モー ド（2ラ イ ン） 45μm 56μm 90μm

標準モー ド（9ラ イ ン） 200μm 250μm 400μm

高精度／高感度モー ド

（40ラ イ ン）

900μm 560μm 900μm

全ビーム幅

を使用した

い場合

カス タムメ ニューで設

定すべき ラ イ ン数

40ラ イ ン 22ラ イ ン 20ラ イ ン

露光時間 2.2ms 1.2ms 1.1ms
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材質による リ ニア リ テ ィ 特性

■ 形ZS-HLDS2V (モー ド ： 高精度)

● 正反射
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■ 形ZS-HLDS5 (モー ド ： 高精度)

● 拡散反射
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● 正反射
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■ 形ZS-HLDS10 (モー ド ： 高精度)

● 拡散反射
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● 正反射
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■ 形ZS-HLDS60 (モー ド ： 高精度)

● 拡散反射
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■ 形ZS-HLDS150 (モー ド ： 高精度)

● 拡散反射
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■ 形ZS-LD20 (モー ド ： 標準)

● 正反射

● 拡散反射
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■ 形ZS-LD20S (モー ド ： 標準)

● 正反射

● 拡散反射

19.0 19.5 20.0 20.5 21.0 19.0 19.5 20.0 20.5 21.0

19.0 19.5 20.0 20.5 21.0 19.0 19.5 20.0 20.5 21.0

距離（mm）

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

傾斜角度0°

距離（mm）

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

距離（mm）

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

距離（mm）

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

ガラス
鏡

ガラス
鏡

傾斜角度＋0.5°

ガラス
鏡

傾斜角度±0.5°

ガラス
鏡

傾斜角度－0.5°
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■ 形ZS-LD40 (モー ド ： 標準)

● 正反射

● 拡散反射
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■ 形ZS-LD50 (モー ド ： 標準)

● 拡散反射

● 正反射



8-31
ZS-HL

ユーザーズマニュアル

第
 8

 章
仕

様
・

外
形

寸
法

図
第8章

センサヘ ッ ド

■ 形ZS-LD50S (モー ド ： 標準)

● 拡散反射

● 正反射

距離（mm）

傾斜角度0°

45.0 47.0 51.049.0 53.0 55.0

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

距離（mm）

傾斜角度＋15°

45.0 47.0 51.049.0 53.0 55.0

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

距離（mm）

傾斜角度±15°

45.0 47.0 51.049.0 53.0 55.0

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

距離（mm）

傾斜角度－15°

45.0 47.0 51.049.0 53.0 55.0

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

距離（mm）

ガラス
鏡

傾斜角度±0.5°

距離（mm）

ガラス
鏡

傾斜角度－0.5°

距離（mm）

ガラス
鏡

傾斜角度＋0.5°

43.0 45.0 47.0 49.0 51.0

43.0 45.0 47.0 49.0 51.0 43.0 45.0 47.0 49.0 51.0

43.0 45.0 47.0 49.0 51.0
距離（mm）

ガラス
鏡

傾斜角度0°

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4
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■ 形ZS-LD80 (モー ド ： 標準)

● 拡散反射

● 正反射
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■ 形ZS-LD130 (モー ド ： 標準)

● 拡散反射

● 正反射

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

115 120 125 130 135 140 145
距離（mm ）

傾斜角度0°

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

115 120 125 130 135 140 145
距離（mm ）

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

傾斜角度＋15°

115 120 125 130 135 140 145
距離（mm ）

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

傾斜角度－15°

115 120 125 130 135 140 145
距離（mm ）

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

傾斜角度±15°

ガラス
鏡

距離（mm ）

－1.0

－0.5

0.0

0.5

1.0

傾斜角度0°

118 123 133128 138 143 118 123 133128 138 143

118 123 133128 138 143 118 123 133128 138 143

ガラス
鏡

距離（mm ）

－1.0

－0.5

0.0

0.5

1.0

傾斜角度＋0.5°

ガラス
鏡

距離（mm ）

－1.0

－0.5

0.0

0.5

1.0

傾斜角度－0.5°

ガラス
鏡

距離（mm ）

－1.0

－0.5

0.0

0.5

1.0

傾斜角度±0.5°
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■ 形ZS-LD200 (モー ド ： 標準)

● 拡散反射

● 正反射
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■ 形ZS-LD350S (モー ド ： 標準)

● 拡散反射

輸出貿易管理令について

センサ部 ：

形ZS-HLDS□□□/LD□□センサ部は、 外国為替および外国貿易法の規定によ り、 輸出許

可取得対象貨物 （または技術） に該当し ます。

日本国外に持ち出す際には、 日本国政府の輸出許可申請等、 必要な手続き をお取り く だ さ

い。

該当形式：形ZS-HLDS2V、形ZS-HLDS5、形ZS-LD10G、形ZS-LD15G、形ZS-LD20、形ZS-LD40

なお、 輸出貿易管理令に該当し ない形式を品揃え し てお り ます。 形式の末尾に （T） がつ

きます。 （例 ： 形ZS-HLDS5T）

コ ン ト ローラ部 ：

形ZS-HLDC□□□コ ン ト ローラに内蔵されるプログラムは、外国為替および外国貿易法の

規定によ り、 輸出許可取得対象技術に該当し ます。

ただ し、 貿易外省令第9条第2項第14号イの規定によ り、 役務取引許可は不要です。

該当形式 ： 形ZS-HLDC11、 形ZS-HLDC11A、 形ZS-HLDC41、 形ZS-HLDC41A

距離（mm ）
215 265 365315 415 465

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

傾斜角度±15°

距離（mm ）
215 265 365315 415 465

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

傾斜角度－15°

距離（mm ）
215 265 365315 415 465

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

傾斜角度＋15°

距離（mm ）
215 265 365315 415 465

傾斜角度0°

白色セラミック
黒ゴム
SUS304
アルミ

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4

－0.4

－0.2

－0.3

－0.1

0.0

0.2

0.1

0.3

0.4
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センサコ ン ト ローラ

仕様

項目 形ZS-HLDC11 形ZS-HLDC41

入出力タ イプ NPNタ イ プ PNPタ イ プ

平均回数 1/2/4/8/16/32/64/128/256/512/1024/2048/4096 回

センサヘ ッ ド接続台数 1台/センサコ ン ト ローラ

外部

I/F

接続方式 シ リ アルI/Oはコネク タ方式

その他はコー ド引き出し方式 （標準コー ド長 ： 2m）

シ リ

アル

I/O

USB2.0 1ポー ト 、 FULL SPEED[12Mbps]、 MINI-B

RS-232C 1ポー ト 、 最大115200bps

出力 判定出力(HIGH/PASS/LOW 

3出力)

NPNオープン コ レ ク タ、 DC30V 

50mA max. 残留電圧1.2V以下

PNPオープン コ レ ク タ、 

50mA max. 残留電圧1.2V以下

リ ニア出力 電圧 ・ 電流出力の2とお りから選択

（下面スラ イ ド スイ ッ チにて切替）

・ 電圧出力時 ： －10～+10V 　 出力イ ンピーダンス ： 40Ω

・ 電流出力時 ： 　 4～20mA 　 最大負荷抵抗 ： 300Ω

入力 LDOFF入力 （LD強制OFF） ON時 ： 0V短絡または1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流0.1mA

以下）

ON時 ： 電源電圧短絡または

電源電圧－1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流0.1mA

以下）

ゼロ リ セ ッ ト 入力 （ゼロ リ

セ ッ ト 実行/解除）

タ イ ミ ング入力 （ホールド

機能有効時のサンプ リ ング

期間指定）

リ セ ッ ト 入力 （ホールド状

態のリ セ ッ ト ）

状態表示灯 HIGH （橙色）、 PASS （緑色）、 LOW （橙色）、

LDON （緑色）、 ZERO （緑色）、 ENABLE （緑色）

セグ メ ン ト

表示

メ イ ンデジ タル表示 8セグ メ ン ト 赤色表示、 6桁

サブデジ タル表示 8セグ メ ン ト 緑色表示、 6桁

液晶表示 16桁×2行、 文字色 ： 緑、 1文字あた りの解像度 ： □5×8ピ クセル

設定入力 設定キー 方向キー （UP/DOWN/LEFT/RIGHT 4方向）、 SETキー、 ESCキー、

MENUキー、 フ ァ ン クシ ョ ンキー （1～4）

スラ イ ド スイ ッ チ し きい値選択スイ ッ チ （H/L 2ステー ト ）

モー ド切替スイ ッ チ （FUN/TEACH/RUN 3ステー ト ）

電源電圧 21.6V～26.4V （リ ッ プル含む）

消費電流 0.5A以下 （センサヘ ッ ド接続時において）

絶縁抵抗 リー ド線一括と コ ン ト ローラケース間 ： 20MΩ （250Vメ ガにて）

耐電圧 リー ド線一括と コ ン ト ローラケース間 ： AC1000V 　 50/60Hz 　

1min

保護構造 IP20(IEC60529)

耐ノ イズ性 1500Vp-p、 パルス幅0.1μs/1μs、 立ち上がり ： 1nsのパルス

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃(耐久) 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）
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センサコ ン ト ローラ

● コ ン ト ローラの状態表

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃

保存時 ： －15～+60℃ （ただ し、 氷結、 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時 ・ 保存時各35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

材質 筐体 ： ポリ カーボネイ ト (PC)、 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル

コー ド長 2m

質量 約280g （梱包材 ・ 付属品含まず）

測定

モー ド
状態

表示 出力 入力

RS-232C/

USB7セグ

表示

リ ニア

出力
判定出力 端子台出力

ト リ ガ/

ト リ ガ

リ セ ッ ト /

レーザオフ

ゼロ リ

セ ッ ト

RUN/

TEACH

正常計測 計測結果 計測結果

に応じ た

出力

判定結果 モー ド に応

じ た出力

（計測結果/

判定結果）

○ ○ ○

計測異常 キープ 前回値 ×

ク ラ ンプ ERROR ク ラ ンプ

レベルで

出力

ERROR

（出力 　

オフ）

計測値出

力 ： ク ラ ン

プレベル

判定出力 ：

ERROR

計測値未確定 －

LDOFF －

FUN － メ ニュー

に応じ た

表示

×

システム

エラー

－ 888.888

点滅

電圧 ：

0V出力

電流 ：

12mA出力

× ○

コ マン ドは受

付けるが実行

はし ません。

項目 形ZS-HLDC11 形ZS-HLDC41
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外形寸法

形ZS-HLDC11/HLDC41

(単位 ： mm)
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アクセサリ

パネルマウン ト アダプ タ

形ZS-XPM1/XPM2

盤面に取付ける場合の寸法図

項目 形ZS-XPM1(1台目用) 形ZS-XPM2(2台目以降増設用)

外観

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

振動(耐久) 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃(耐久) 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ポリ カーボネイ ト (PC)、 他

質量 約50g

(単位 ： mm)

盤面に取付ける場合は、補強のため

に必ずDIN レ ールを背面に取付け

て く だ さい。
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延長コー ド

形ZS-XC□A/XC□□B/XC5BR

項目 形ZS-XC1A 形ZS-XC4A 形ZS-XC8A 形ZS-XC5B 形ZS-XC10B 形ZS-XC5BR

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

適用センサヘ ッ ド 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

接続方式 両側コネク タ

材質 ケース ： ポリ カーボネイ ト (PC)

質量 約150g 約320g 約550g 約350g 約620g 約350g

コー ド長 1m 4m 8m 5m 10m 5m

(単位 ： mm)
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延長コー ド(長距離 ・ 耐屈曲タ イプ)

■ 延長コー ド
形ZS-XC□□CR

（*1） 接続できるセンサヘ ッ ド／コ ン ト ローラには制約があ り ます。 詳細はお問い合わせ く だ さい。

■ デジ タルイ コ ラ イザ接続コー ド
形ZS-XC02D

（*1） 接続できるセンサヘ ッ ド／コ ン ト ローラには制約があ り ます。 詳細はお問い合わせ く だ さい。

項目 形ZS-XC25CR 形ZS-XC15CR

ケーブル長 25m 15m

適用センサヘ ッ ド／コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ （*1）

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただし、 氷結、 結露しないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル(PVC)

質量 （梱包材 ・ 付属品含まず） 約1.4kg 約1.0kg

項目 形ZS-XC02D

適用センサヘ ッ ド／コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ （*1）

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただし、 氷結、 結露しないこ と）

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル(PVC)

質量 （梱包材 ・ 付属品含まず） 約50g

(単位 ： mm)

(単位 ： mm)
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■ デジ タルイ コ ラ イザ
形ZS-XEQ

（*1） 接続できるセンサヘ ッ ド／コ ン ト ローラには制約があ り ます。 詳細はお問い合わせ く だ さい。

項目 形ZS-XEQ

適用センサヘ ッ ド／コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ （*1）

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケース ： アル ミ ダイキャス ト

保護構造 IEC60529 IP20

質量 （梱包材 ・ 付属品含まず） 約120g

(単位 ： mm)
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RS-232Cケーブル

形ZS-XPT2 （プログラマブルコ ン ト ローラ/プログラマブルター ミ ナル接続用）

形ZS-XRS2(パソ コ ン接続用)

項目 形ZS-XRS2 形ZS-XPT2

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

絶縁抵抗 100MΩ （DC500Vメ ガにて）

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ケーブル被覆部 ： 耐熱塩化ビニル(PVC)

質量 約50g

(単位 ： mm)

(単位 ： mm)



8-44

第
 8

 章
仕

様
・

外
形

寸
法

図

ZS-HL
ユーザーズマニュ アル

第8章
ア クセサリ

コ ン ト ローラ リ ン クユニ ッ ト

形ZS-XCN

項目 形ZS-XCN

適用コ ン ト ローラ 形ZSシ リーズ

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

材質 ポリ カーボネイ ト （PC）、 他

質量 約10g

(単位 ： mm)
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リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト

形ZG-RPD11/RPD41

項目 形ZG-RPD11 形ZG-RPD41

入出力タ イプ NPNタ イ プ PNPタ イプ

データ出力方式 16bitパラ レルオープン コ レ ク タ出力

データ フ ォーマ ッ ト 計測値データ を、 40000段階の16bitバイナ リデータに変換し出力 （信号名 ： D0～D15）

データ更新周期 サンプ リ ング周期の整数倍で任意に設定可。 以下の計算式で更新周期が決定される。

・ （更新周期） ＝ （サンプ リ ング周期） × （更新係数）

なお、 （更新係数） はユーザが設定可能なパラ メ ータ で、 設定範囲は1～100の整数値

＜例 ： サンプ リ ング周期が112μsの場合、 設定可能範囲は112μs～11.2ms＞

同期信号 データ確定タ イ ミ ングを通知する同期信号 （信号名 ： GATE）。

1bitオープン コ レ ク タ出力

パ

ラ

レ

ル

出

力

信号名 ・ バイナ リ出力 　 信号名 ： D0～D15 （計16bit）

・ ゲー ト 出力 　 信号名 ： GATE （計1bit）

回路仕様 NPNオープン コ レ ク タ、 

DC30V max、 20mA max.、

残留電圧1.2V以下

OFF→ON変化時デ ィ レ イ時間 ： 0.5μs

未満 （24V、 20mA時）

PNPオープン コ レ ク タ、 

20mA max.、 残留電圧1.2V以下

OFF→ON変化時デ ィ レ イ時間 ： 0.5μs

未満 （20mA時）

RS-232C 1ポー ト 、 最大115200bps

状態表示灯 ・ PWR表示灯 （点灯色 ： 緑色） →形ZG-RPDが通電状態である場合に点灯する

・ ERR表示灯 （点灯色 ： 赤色） →オープン コ レ ク タ出力 （データ出力 ： 16bit、 GATE ：

1bit） の1bit以上に20mA以上の過電流が流れた場合、 点灯する。

回路内電源電圧 DC24VおよびDC3.3V。 ただ し、 形ZS-HLDC□1よ り、 専用コネク タ経由で供給する。

消費電流 0.5A以下。 ただ し、 形ZS-HLDC□1本体側消費電流との合計値

絶縁抵抗 形ZS-HLDC□1に接続し た状態で、 形ZS-HLDC□1のリー ド線一括と コ ン ト ローラ

ケース間 ： 20MΩ （250Vメ ガにて）

耐電圧 形ZS-HLDC□1に接続し た状態で、 形ZS-HLDC□1のリー ド線一括と コ ン ト ローラ

ケース間 ： AC1000V 50/60Hz 1min

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm）、 X/Y/Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向、 各3回 （上下 ・ 左右 ・ 前後）

周囲温度 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： －15～+60℃(ただ し、 氷結、 結露し ないこ と)

(単位 ： mm)
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周囲湿度 動作時、 保存時 ： 35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

材質 筐体 ： ABS

質量 約130g （梱包材、 付属品含まず）

項目 形ZG-RPD11 形ZG-RPD41
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故障かな？と思ったら
こ こ では、 ハー ド に関する一時的な ト ラ ブルの対処方法を示し ます。 修理に出す前に、 ま

ずお確かめ く だ さい。

現象 原因と対処法 参照

稼働中に再起動される ・ 電源装置は正し く 接続されていますか？

・ 電源仕様 （電源電圧、 消費電流など） を満たす電源装置になって

いますか？

p.1-3

外部へ判定を出力できない ・ 各コー ドは正し く 接続されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

・ リ セ ッ ト 入力が短絡し ていませんか？

・ 非測定の設定がク ラ ンプ状態で、 測定不能になっていませんか？

p.2-10

p.6-15

入力信号を受付けない ・ 各コー ドは正し く 配線されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

p.2-10

パソ コ ン と通信できない ・ USBケーブルは正し く 接続されていますか？

・ RS-232Cケーブルは正し く 配線されていますか？

・ パソ コ ン上で他のアプ リ ケーシ ョ ンがポー ト を使用し ていません

か？

・ パソ コ ン と コ ン ト ローラで通信条件は合っていますか？

・ USB ド ラ イバはイ ンス ト ールされていますか？

・ コ ン ト ローラ自体の動作は正常ですか？

・ 動作環境を満た し たパソ コ ンを使用し ていますか？

p.7-2

リ ニア出力レベルがおかしい ・ センサコ ン ト ローラの電圧／電流切替スイ ッ チは正しい側に入っ

ていますか？

・ フ ォーカス設定での電圧／電流選択は正しいですか？

リ ニア出力レベルの微調整をする こ と も可能です。

p.1-5

p.6-4

メ イ ンデジ タルの表示が"-----"

の状態のままになる

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[ガイブ]のと き、 タ イ ミ

ングは入力されていますか？

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[セルフ ア ッ プ]または[セ

ルフダウン]のと き、 セルフ ト リ ガレベルは適切な値が設定されて

いますか？

p.5-19

明らかに測定範囲外の領域で、

異常な距離が表示される

・ センサの特性上、 このよ う な現象が発生する場合があ り ます。

検出物体との測定距離を確認のう え、 使用し て く だ さい。

・ 投光量の設定を固定にする と、 この現象が改善される場合があ り

ます。

p.5-8

計測値が日や時刻によ って変動

し、 安定し ない

・ 温度特性の影響が考えられます。 定期的に基準対象物でゼロ リ

セ ッ ト を実行し、 補正するよ う にし て く だ さい。

p.4-6

レーザが発光し ない ・ LD_OFF入力線が短絡し ていませんか？ p.2-10



9-3
ZS-HL

ユーザーズマニュアル

第
 9

 章
付

　
録

第9章
エ ラー メ ッ セージ と その処置

エラー メ ッ セージ と その処置

■ メ イ ンデジ タルに[Error]と表示された場合

■ メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの全桁が点滅し ている場合

■ その他

表示内容 原因 対策

液晶画面

(上段)

カデン リ ュウヲケンチ 判定出力のいずれかまたは一部が

短絡状態。

負荷短絡状態を解除し て く だ さい。

ジュ コウ リ ョ ウブ ソ ク ワークからの反射光量が不足し て

お り、 正確な計測ができない状

態。

正反射ワーク （ガラ スなど） の場合

・ 取付角度を確認し て く だ さい。

拡散反射ワークの場合

・ 高感度モー ド にし て く だ さい。

・ ゲイ ン設定を2以上にし て く だ さい。

ジュ コウ リ ョ ウホウワ ワークからの反射光量が飽和し て

お り、 正確な計測ができない状

態。

・ 高速モー ド にし て く だ さい。

・ ゲイ ン設定を1にし て く だ さい。

ケイ ソ ク メ ンエラー 測定物設定を[標準]、 [染込み]、

[鏡]を設定し ている場合で、 計測

し ている面が2面以上。

または、 測定物[ガラス]を設定し

ている場合で、 計測し ている面が

4面以上。

正反射ワーク （ガラ スなど） の場合

・ 取付角度を確認し て く だ さい。

拡散反射ワークの場合

・ ガラスモー ド にし て く だ さい。

・ スマー ト モニ タZeroで計測領域を測

定し たい面だけに設定し て く だ さ

い。

表示内容 原因 対策

液晶画面 SYSTEM ERROR

HEAD COM(EEPROM)

センサヘ ッ ドが接続されていな

い。

センサヘ ッ ド を接続し て く だ さ

い。

SYSTEM ERROR

BANK DATA

センサコ ン ト ローラ内部のバン

クデータが異常。

UPキーを3秒間押下後、 DOWN

キーを3秒間押下し て く だ さい。

イニシ ャ ラ イズ終了後電源再投

入で復帰し ます。

SYSTEM ERROR

MAIN COM

内部異常です。 電源を再投入し て く だ さい。

表示内容 原因 対策

LCD上段 ヒ ョ ウジケタ ヲ コ エテ

イマス

計測結果が表示される

桁数を超えている。

小数点桁設定を変更し て く だ さい。

 p.5-25

メ イ ンデジ

タル

－－－－－－ 計測待ち。 ホールド を設定し ている と きはサンプ リ ング

を開始し、 ホールド値を確定し て く だ さい。
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レーザ製品を安全に使用し ていただ く ために
レーザ製品に関し ては、 使用される国によ っ て危険レベルを示すク ラス と、 それに対する

安全対策が規定されています。

各規定に従っ て、 安全予防対策を と って く だ さい。

ク ラス分類

（*1） 日本、 欧州、 米国以外で使用される場合は、 それぞれの国によ り安全基準が異な り ます。 該当国のレー

ザ安全規制 ・ 規格をご確認 く だ さい。

ZS-HLDS60/ZS-HLDS150

■ 警告ラベルについて
ヘ ッ ド ユニ ッ ト には、 日本語の警告説明ラベルが貼られています。 日本以外で使用す

る場合には、 ヘ ッ ド ユニ ッ ト に付属されている使用国の言語に合ったラベルに貼替え

て く だ さい。

● 日本で使用する場合

センサヘ ッ ドの側面に下図の警告説明ラベルが貼られています。

● 米国で使用する場合

本製品は、 米国のレーザ規制FDA （Food and Drug Administrationの規制） を受けます。

本規格のLasser Notice NO.50の規定に従いIEC60825-1 ： 2007の基準にてClass2に分類さ

れ、 CDRH （Center for Devices and Radiological Health） に届出済みです。

FDAの技術基準に則ったラベルを添付し てお り ますので、米国で使用の際は、FDA証明

ラベル及び警告ラベルを下図に示し ている位置に正し く 貼って く だ さい。

また、 本製品は最終システム装置に組み込まれる こ と を意図し てお り ます。 組み込み

に際し ては、 次の技術基準 （21 CFR 1040.10/1040.11/IEC60825-1:2007） に基づいて く

だ さい。

規格と ク ラス分類 （*1）

レーザ光最大出力JIS C 6802 （日本）

EN60825/IEC60825-1 （欧州）
FDA （米国）

ク ラス2/Class2 Class II 1mW以下
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レーザ製品および”特定用途レーザ製品”に関する技術基準

● 中国で使用する場合

形ZS-HLDS60/150はIEC60825-1:2007規格に定めるClass2に分類されます。 中国での使

用の際は、 警告ラベルを添付の中国語ラベルに貼り換えて く だ さい。

● 米国、 中国を除 く 諸外国で使用する場合

形ZS-HLDS60/150はIEC60825-1:2014規格に定めるClass2に分類されます。 国内、 米国

および中国以外の地域については、 使用国の言語に合わせて付属品のラベルに貼り換

えて く だ さい。

証明ラベル

警告ラベル
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ZS-HLDS60/ZS-HLDS150以外の機種

■ 警告ラベルについて
ヘ ッ ド ユニ ッ ト には、 日本語の警告説明ラベルが貼られています。 日本以外で使用す

る場合には、 ヘ ッ ド ユニ ッ ト に付属されている使用国の言語に合ったラベルに貼替え

て く だ さい。

● 日本で使用する場合

センサヘ ッ ドの側面に下図の警告説明ラベルが貼られています。

● 米国で使用する場合

本製品は、 米国のレーザ規制FDA （Food and Drug Administrationの規制） を受け、 本規

格に定めるClass Ⅱに分類されます。

形ZS-LD20/LD20S/LD40/LD50/LD50S/LD80/LD130/LD200/LD350S/HLDS5/HLDS10

は、 CDRH(Center for Devices andRadiological Health)に届け済みです。

FDA該当品にはFDAの技術基準に従ったラベルを添付し てお り ますので、米国で使用の

際は、 下図参照のう えセンサ本体の警告説明ラベルを付属品のFDA ラベルに貼替えて

く だ さい。 貼替え位置は、 下図を参照し、 正し く 貼って く だ さい。

また、 形ZS-HLD□□□は最終システム装置に組込まれる こ と を意図し てお り ます。 組

込みに際し ては、 次の技術基準に基づいて く だ さい。
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＊米国連邦法 ： 21CFR 1040.10 and 1040.11

レーザ製品および”特定用途レーザ製品”に関する技術基準

● 米国を除 く 諸外国で使用する場合

国内および米国以外の地域については、 警告説明ラベルを付属品の英文ラベルに貼替

えて く だ さい。

レーザ放出開口ラベル

レーザ放出
開口ラベル警告ラベル

警告ラベル
証明ラベル

証明ラベル
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■ 危険レベルと安全対策
使用者のための安全予防対策要求の要約 （JIS C6802 2005)

要求事項

条件

ク ラス分け

ク ラ ス1 ク ラス1M ク ラス2 ク ラス2M ク ラス3R ク ラス3B ク ラ ス4

レーザ安全管理者 必要でないが、 レーザビームの直接観察を伴う ア

プ リ ケーシ ョ ンの場合に配置する こ とが推奨され

る。

可視放射の

場合には必

要でない。

非可視放射

の場合には

必要である

必要

リ モー ト イ ン タ

ロ ッ ク

不要 部屋またはド ア回路に

接続する

かぎによる制御 不要 使用し ていない と きは

かぎを抜いてお く

ビーム減衰器 不要 使用時に不注意な照射

を避ける

放出標識装置 不要 レーザが非

可視波長で

運転されて

いる こ と を

示す

レーザが運転されてい

る こ と を示す

警告標識 不要 警告標識の予防策に従

う

ビーム光路 不要 ク ラス1M

については

ク ラス3B

と同様

不要 ク ラス2M

については

ク ラス3B

と同様

有効な長さの端でビームを終端する

鏡面反射 要求事項

な し

ク ラス1M

については

ク ラス3B

と同様

要求事項

な し

ク ラス2M

については

ク ラス3R

と同様

意図し ない反射を避ける

目の保護 要求事項な し 可視放射の

場合には必

要でない。

非可視放射

の場合には

必要である

技術上および管理上の

手順が実行できないと

き、 ならびにMPEを超

える場合に必要

防護着衣 要求事項な し 時には必要 特定の指示

が必要

訓練 要求事項

な し

ク ラス1M

については

ク ラス3R

と同様

要求事項

な し

ク ラス2M

については

ク ラス3B

と同様

すべての運転員および保守要員に必

要

備考 ： この表は、 便宜上要求事項の要素を示し たものである。
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フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト
形ZSシ リーズのコ ン ト ローラ （形ZS-HLDC/形ZS-MDCなど） のフ ァームウ ェ アをア ッ プ

デー ト する手順を説明し ます。 フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト にはワープエンジンZeroを

使用し ます。 ワープエンジンZeroは、 スマー ト モニ タZeroを イ ンス ト ールし た と きに、 自

動的にイ ンス ト ールされます。

ア ッ プデー ト 用のフ ァ イルは、 オムロンのホームページからダウンロー ド し て く だ さ い。

（http://www.fa.omron.co.jp/）

･ ア ッ プデー ト 中は絶対にコ ン ト ローラの電源を切らないで く だ さい。 コ ン ト ローラが正常に起動し な

く な り ます。

･ イ ンス ト ールする場合、 Administrator またはコ ンピ ュータ管理者などシステムを変更でき る権限を も

つユーザでログオン し て く だ さい。

フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト のながれ
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コ ン ト ローラ とパソ コ ンの接続

1. コ ン ト ローラ とパソ コ ンを USB ケーブルで

接続し ます。

初めてパソ コ ン と接続し た場合は、USBド ラ イバ
を イ ンス ト ールする必要があ り ます。

2. コ ン ト ローラの電源を投入し ます。

･ コ ン ト ローラの電源が確実につながっている こ と を確認し て く だ さい。 ア ッ プデー ト 中に電源が切れ

る と コ ン ト ローラが故障し て、 正常に起動し な く な り ます。

･ 必ずコ ン ト ローラ を単体で （連結させずに） 電源を投入し て く だ さい。 2台以上連結させている とワー

プエンジンZeroは起動し ません。

スマー ト モニ タZeroのイ ンス ト ール

3. パソ コ ンにスマー ト モニ タZeroを イ ンス ト ールし ます。

フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト に使用するワープエンジンZeroも一緒にイ ンス ト ールされ
ます。

スマー ト モニ タZeroのイ ンス ト ール 　 p.2-15

ワープエンジンZeroの起動

･ パソ コ ンがコ ン ト ローラ を正常に認識し た場合のみ、 ワープエンジンZeroを起動させて く だ さい。

･ ZS-MDC は単体で起動する と、 コ ン ト ローラにエラーが発生し ますが、 その状態のままワープエンジ

ンZeroを起動させて く だ さい。
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4. パソ コ ンの[ス ター ト ] メ ニューから [プログ
ラ ム ] －[OMRON] －[SmartMonitorZero3] －
[WarpEngineZero]を起動し ます。

[WarpEngineZero]画面が表示されます。

ワープエンジンZeroの起動に失敗し た場合、 メ ッ
セージ表示後、 次の画面が表示されます。 「接続
ポー ト の設定」 に進んで く だ さい。

フ ァームウ ェ ア情報の設定

5. 必要に応じ て、[コ ン ト ローラ情報更新]ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

現在接続 し て い る コ ン ト ロ ー ラ の形式 と バー
ジ ョ ンが表示されます。

6. [ 更新フ ァ イル読込み ] ボタ ンを ク リ ッ ク し
て、 書込みを行う フ ァ イルを選択し ます。

フ ァ イルに保持し ている コ ン ト ローラの形式と
バージ ョ ンが表示されます。

フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト の実行

7. 表示されている[WarpEngineZero]画面で
[ ア ッ プデー ト 開始] ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま
す。
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ア ッ プデー ト 開始のメ ッ セージが表示されます。

[ ア ッ プデー ト 開始]ボ タ ン を ク リ ッ ク し た と

きに 「形式が異な り ます」 と い う メ ッ セージ

が表示 さ れた場合、 接続 さ れて い る コ ン ト

ローラ と指定された フ ァ イルの形式情報が一

致し ていません。 このと きは、 絶対にア ッ プ

デー ト を実行し ないで く だ さ い。 コ ン ト ロー

ラが故障し、 以後、 正常に起動し な く な っ て

し まいます。

8. 内容を確認の上、 [OK]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト が開始されます。

ア ッ プデー ト の処理中は進捗状況が表示されます。 正常終了のメ ッ セージボ ッ クスが表示
されるまでお待ち く だ さい （ア ッ プデー ト には数分かかり ます）。

･ ア ッ プデー ト 中はコ ン ト ローラ上でエ ラーが発生する こ と もあ り ますが、 そのままお待ち

く だ さい。

･ ア ッ プデー ト の進捗バーが途中で停止し た り、 10分以上待っても正常終了し ない場合は、

ア ッ プデー ト に失敗し ている可能性があ り ます。

その場合は弊社営業まで、 ア ッ プデー ト 前のフ ァームウ ェ アバージ ョ ン、 書込フ ァ イルの

フ ァームウ ェ アバージ ョ ンをお知らせ く だ さい。

9. ア ッ プデー ト が完了する と、 次の メ ッ セー
ジ が表示 さ れ ま すので、 画面上の指示に
従って、 操作を行っ て く だ さい。

フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト を完了するためには、 コ ン ト ローラ を初期化する必要があ り ま

す。 ワープエンジン Zeroから自動で初期化ができなかった場合は ３ 、 ４ に記載されているよ

う に、 手動で初期化を行って く だ さい。 自動で初期化を完了し た場合は ３ 、 ４ が表示されま

せん。

10. 確認が終了し たら、 [OK]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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■ 接続ポー ト の設定
ワープエンジン Zeroの起動に失敗し た場合、 メ ッ セージの表示後、 次の画面が表示さ

れます。

1. パソ コ ンのデスク ト ッ プにある[PC] を右ク リ ッ ク し、プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [デバイスマネージ ャ ]を ク リ ッ ク し ます。

[デバイスマネージャ ]画面が表示されます。

3. [ポー ト （COM と LPT） ] を開き、 [OMRON Smart Sensor USB COM Drivers (WDM)
(COMxx)]のCOM番号を確認し ます。

（COMxx） の部分がコ ン ト ローラの接続ポー ト にな り ます。

4. [COMポー ト ]でコ ン ト ローラの接続ポー ト を選択し、[設定]ボタ ンを ク リ ッ ク し ま
す。

ワープエンジンZeroが起動し ます。
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MEMO
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索 　 引

索 　 引
英数字

B
BUSY 出力 2-11

E
ENABLE

LED 1-5
出力 2-10

F
FAR 表示灯 1-4
FUN モー ド 5-2

H
HIGH

LED 1-6
出力 2-10

K
K+mX+nY 5-24

L
LCD 5-26
LD ON 1-5
LOW

LED 1-5
出力 2-10

N
NEAR 表示灯 1-4

O
OUT0 ～ 4 2-10

P
PASS

LED 1-6
出力 2-10

P-P 5-18

R
RS-232C

ケーブル外形寸法 8-43
ケーブル配線 7-5, 7-6
コネク タ 1-6
通信設定 7-6

RUN モー ド 4-2

T
TEACH モー ド 4-7

U
USB

通信設定 7-4
ポー ト 1-6

Z
Zero 1-5

あ

アツ ミ 5-24
アベレージ 5-18

え
液晶画面

カス タ マイズ 5-26
名称 5-2

エ コ 5-25
延長コー ド 2-6, 8-40, 8-41

お
オー ト 5-8
オー ト OFF 5-26
オー ト ハン イ 5-8
オフセ ッ ト

スケー リ ング 5-17
ゼロ リ セ ッ ト 5-22

オンデ ィ レ イ 6-8

か

ガイブ 5-19
カガ ミ 5-9
カ クサン 5-8
カサン ラ イ ン 5-7
カス タム 5-7
ガラス 5-9
ガラスアツ ミ 5-10

き
キープ 6-15
キーロ ッ ク 5-27
ギャ クヘン カ 5-15
キリ カエ 4-11

く
ク ラ ンプ 6-15
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バージ ョ ンア ッ プ情報
ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンア ッ プ内容について説明し ます。

Ver. 変更点

Ver.1.100
リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト 形ZG-RPDを接続できるよ う にな り ま し た。

形ZG-RPDを使えば、 プログラマブルコ ン ト ローラにもパラ レル出力が可能です。
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マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号と増刷記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているMan. No.の末尾に

付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2005年10月 初版

A ② 2006年3月 軽微修正

B ① 2006年12月 軽微修正

B ② 2007年5月 軽微修正

B WEB版1 2007年7月 センサヘ ッ ド形ZS-HLDS5/HLDS10の仕様のリ ニア リ テ ィ 測定対象

ワーク を変更

B ③ 2008年2月 ・ センサヘ ッ ド形ZS-HLDS2Vの情報を追加

・ NSスマー ト モニ タの情報を削除

・ 軽微修正

C ① 2008年11月 ・ リ アルタ イムパラ レル出力ユニ ッ ト 形ZG-RPDの情報を追加

（Ver.1.100以降接続可能）

・ 軽微修正

D ① 2009年11月 ・ センサヘ ッ ド形ZS-HLDS32の情報を追加

・ 軽微修正

D ② 2010年4月 軽微修正

D ③ 2011年3月 軽微修正

D ④ 2013年6月 軽微修正

E WEB版1 2015年8月 規格対応による商品の説明の追加

E WEB版2 2016年4月 形ZS-HLDS2V センサヘ ッ ド長距離延長機能削除

F WEB版1 2018年4月 スマー ト モニ タZeroのWindows10対応

G WEB版1 2019年10月 ・ 形ZS-HLDS60、 形ZS-HLDS150 光源波長の変更

・ 生産中止に伴う形ZS-HLDS2、 形ZS-HLDS32の情報を削除

・ レーザー製品規格の変更

（WEB版1）Man. No. SCHE-727G
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